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序　　文

　玄界灘に面して広がる福岡市は、古くから大陸との玄関口として発展し、市内には豊かな自然と多

くの遺跡が残されています。これらは私たちの暮らしに潤いを与え、豊かな生活環境を作り出してい

ます。私たちはこれらの遺跡を後世に伝えていくことを願い、さまざまな形で遺跡の保護・活用に取

り組んでいます。

　その一方で、最近の都市の発展により新しい開発事業が数多く手がけられ、そのために重要な遺跡

が破壊され、失われつつあるという厳しい現実があります。当教育委員会ではこれらの遺跡について

はあらかじめ事前に発掘調査を行い、先人の足跡を後世に残せるよう、その記録保存に努めています。

　本書は博多区祇園町地内における博多遺跡群第１４７次調査の成果を報告するものです。この調査に

より、古墳時代から中世にかけての重要な遺構、遺物を確認することができました。特に、中国の古

代鏡や貨幣、大量の鉄器が出土したことは特筆すべきもので、この地域での貴重な資料を得ることが

できました。

　本書が文化財保護への理解と協力を得られる一助となるとともに、学術研究の資料として御活用い

ただけましたら幸いと存じます。

　最後になりましたが、発掘調査から本書の刊行に至るまで費用負担など多くのご協力を頂いた宗教

法人覚永寺をはじめとする関係者の方々に対し、心より謝意を表します。

 平成１８年３月３１日

福岡市教育委員会　　　　　　

教　育　長　植　木　とみ子
 



例　　言

１．本書は共同住宅建設に先立って福岡市教育委員会が平成１６年６月４日から平成１６年１２月１６日にか

けて行った博多遺跡群第１４７次調査の調査報告書である。

２．本書に掲載した遺構実測図の作成は、大塚紀宜のほか、野中理加、奈良尚美、藤島志考、井上玲

那が行った。

３．本書に掲載した遺物実測図の作成は大塚、藤島、榊原俊行が行った。

４．本書に掲載した写真の撮影は大塚が行った。

５．本書に掲載した挿図の整図は大塚、藤島が行った。

６．本書で用いた方位は磁北で、真北から６°２１′西偏する。

７．本書で用いた座標は国土座標第Ⅱ系を使用している。座標北は真北から０°１９′西偏する。

８．本書で使用した遺構の呼称は、竪穴住居を SC、溝状遺構を SD、井戸・井戸状遺構を SE、土坑

を SK、柱穴・ピットを SP、不明遺構を SXと略号化している。

８．遺構番号は基本的に通し番号で、重複はなく、一部欠番が生じる。遺構番号と各調査区・遺構面

の関係は以下の通りである。

　　　１００１～１１００　１区第１面

　　　１１０１～１２００　２区第１面

　　　１２０１～１３００　３区第１面

　　　２００１～２２００　１区第２面

　　　２２０１～２４００　２区第２面

　　　２４０１～２６００　３区第２面

　　　３００１～３１００　１区第３面

　　　３１０１～３２００　２区第３面

　　　３２０１～３３００　３区第３面

　　　４００１～４１００　１区第４面

　　　４１０１～４２００　２区第４面

　　　４２０１～４３００　３区第４面

　　また、遺物番号は各遺構ごとに設定している。

９．本書に関わる記録・遺物などの資料は福岡市埋蔵文化財センターに保管される予定である。

１０．本書の執筆は大塚が行い、（６）１）動物遺存体については屋山洋が執筆を行なった。また執筆段

階で以下の各項目について各位からの教示・協力を受けている。

　　　　古墳時代遺物：常松幹雄（福岡市埋蔵文化財センター）

　　　　　　　　　　　久住猛雄（福岡市教育委員会埋蔵文化財課）

　　　　　　　　　　　榊原俊行（九州大学大学院）

　　　　動物遺存体　：屋山洋（福岡市教育委員会埋蔵文化財課）

　　　　鉄器・鉄製品：長家伸（福岡市教育委員会文化財整備課）

　　　　　　　　　　　比佐陽一郎（福岡市埋蔵文化財センター）

　　　　銭貨　　　　：片多雅樹（福岡市埋蔵文化財センター）

１１．本書の編集は大塚が行った。
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第１章　はじめに

１．調査に至る経緯

　２００３年（平成１５年）７月３０日付けで、宗教法人覚永寺　住職栗山俊行氏より福岡市博多区祇園町４
－９における本堂・庫裡建設にともなう埋蔵文化財の有無についての照会が申請された。これをうけ
て埋蔵文化財課では申請地が周知の遺跡である博多遺跡群の範囲内に位置することから、平成１６年５
月７日に試掘調査を実施した。その結果、同地内で弥生時代から中世の遺構が遺存していることを確
認した。この結果をもとに埋蔵文化財課では関係者と協議を重ねた結果、建物の建築予定部分につい
ては建物基礎が遺構面に影響を与えることから建築部分について発掘調査による記録保存を図ること
とし、平成１６年６月から１２月にかけて発掘調査を実施した。
　調査は調査区全体を３つに区画し、１区から重機で表土を除去して遺構面の調査を開始し、４面の遺
構面について調査を行い、その区の調査が終了次第順次埋め戻して次の区の調査を開始する手順で進
められた。調査区別の期間は、１区が６月４日～９月６日、２区が９月８日～１０月２８日、３区が１０月２９
日～１２月１６日である。
　発掘調査の実施にあたっては、宗教法人覚永寺をはじめ、関係者の方々に多大な御理解と御協力を
いただきました。また調査期間中に様々な方からの御指導、助言をいただきました。ここに記して感
謝いたします。

２．発掘調査の組織

事業主体　宗教法人覚永寺
調査主体　福岡市教育委員会
調査総括　埋蔵文化財課　課長　山口譲治
庶務担当　文化財整備課　御手洗清（平成１６年度）　鈴木由喜（平成１７年度）
事前審査　埋蔵文化財課事前審査係　久住猛雄
調査担当　埋蔵文化財課調査第２係　大塚紀宜
調査作業　石川洋子　伊藤美伸　乾俊夫　桑原美津子　柴田博　田中トミ子　鍋山治子　濱地静子　林厚子
　　　　　播磨千恵子　平井武夫　吹春憲治　北條こず江　水野由美子
　　　　　藤島志考　井上玲那（福岡大学文学部）
　　　　　野中理加（東海大学文学部、現東京大学大学院）　奈良尚美（東海大学文学部）
整理作業　土斐崎孝子　篠原明美　古城恭子　
　　　　　榊原俊行（九州大学大学院比較社会文化研究室）　藤島志考（福岡大学文学部）

Fig.１　調査地点位置図（１ /２５，０００）



第２章　調査の報告

１．調査概要

　調査地点は福岡市博多区祇園町４－９に位置する。博多遺跡群全体のうち南端の部分に位置する。

現況の標高は６m前後を測る。調査面積は５８８．６㎡である。

　現地の基本層序の大略は、表土下の第１面以下で暗褐色土、暗褐色砂質土、明褐色砂質土となる。

各層は一枚の厚さが厚く、人為的に細かく造成した整地層はない。各遺構面の設定は、第１面が標高

５m付近、第２面は標高４．５m、第３面は標高４．０～４．２m前後、第４面は地山土である明褐色砂層上

面で、標高２．６～３．０m付近である。各区での遺構面設定に若干高低差があり、３面と４面は遺構面自

体が南へ傾斜することから、同一遺構面でも各遺構の検出レベルに差が生じる。

　なお、以下の記述では調査実施順とは逆に下層の遺構面から時代を追って記述をおこない、鉄関連

遺物や動物遺存体、銭貨などの特記すべき遺物は後半でまとめることとする。
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Fig.２　調査区位置図（１ /１，０００）

第50次調査

第147次調査
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Fig.３　第１面・第２面遺構配置図（１ /２００）
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Fig.４　第３面・第４面遺構配置図（１ /２００）
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２．各遺構面の調査概要

（１）第４面（弥生時代・古墳時代）

１）弥生時代の遺構・遺物

ST －４００１（Fig．５）４面の明褐色砂質土上面への掘り下げ中に検出された甕棺墓で、包含層切り下

げ中であったため墓壙南側は検出できていない。甕棺の埋置状況からみてほぼ原位置と思われる埋置

状態で、上下合口埋葬で上甕は下甕

内に完全に落ち込んだ状態で、下甕

は上部が割れて落ち込んだ状態で検

出される。墓壙は北側のみ確認でき、

床面は傾斜して壁面は緩く立ち上が

るなど、砂丘甕棺特有のゆるい墓壙

形を呈する。下甕は北側に口を向け

た状態で斜位埋置されており、傾斜

角度から見てほぼ旧況をとどめてい

るとみられる。上甕は底部が上を向

いた状態で確認できる他はほとんど

が破片で原形をとどめない。副葬品

などは検出できなかった。

出土遺物（Fig．６）１は上甕で、胴

部の一部を欠き、底部と胴中部に分

かれる。復元高５０．２cm、胴最大径

５５．９cmで、頸部と胴部の境界に断

面三角形突帯を貼付し、突帯上端で

打ち欠く。胴部は球形で、底部はや

や上げ底気味である。外面は縦方向

のハケ目、内面は上部と底部付近に

横ミガキが残る。２は下甕で、頸部

上部で口縁を打ち欠いている。頸部

Fig.５　ST-４００１遺構実測図（１ /３０） Fig.６　ST-４００１出土甕棺実測図（１ /６）
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は内傾し、外面に整形痕とみられる

斜め方向の緩い微妙な凹凸が残る。

胴部は肩が張り、頸部と胴部の境界

に段を持ち、底部付近に穿孔が１ヶ

所ある。胴部外面は胴中位で横方向

ミガキ、胴下位で斜め方向のミガキ、

底部付近にハケ目が残る。内面は

所々横ハケが残り、胴部と頸部の境界付近には指圧痕が残

る。上下甕の口径などか

ら、上下甕の組み合わせ

形態は覆口式と推定され

る。

SX －４００２（Fig．７）ST-

４００１の西側に隣接して検出した小型壺形土器の出土状況を以て SX-

４００２とする。ST-４００１と同様、包含層切り下げ中であったため土器

のみ検出でき、土器が伴う土坑などの掘り込みは検出できなかっ

た。そのため、土器が埋没した状況や、遺構の性格などは不明で

ある。土器は３つの破片に大きく割れており、破片の配置から埋

没後に土圧などで割れたものではなく、埋没以前に割れたものが

投棄されたか、埋没後に原位置から動いた際に割れたとみられる。

出土遺物（Fig．８）出土した３つの破片は接合の結果、１個体に復

元できた。１は弥生前期の小型壺形土器で、球形の胴部に直立した

頸部、短く外反した口縁をもつ。底部

は上げ底。頸部と胴部の境界に２条の

沈線を回し、胴部上位に無軸羽状文を

施文する。外面は縦ハケ後横ミガキ、

内面や外面底部付近には成形の際の指

圧痕が残る。副葬小壺とみられるが、

副葬された墓葬主体部は特定できない。

SK －４００５（Fig．９）楕円形の土坑で、

ST-４００１の直下に位置する。遺構内か

ら弥生土器の破片が散布した状態で出

土した。検出時の段階でごく浅い土坑

で、遺物のいくつかは ST-４００１とほと

んど検出レベル差のない状態で出土し

ている。

出土遺物（Fig．１０）出土した破片は

接合の結果１個体に復元できた。１は

弥生前期の甕形土器で、口縁部は短く

外反し、口唇部下端に刻目を施す。口
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Fig.７　SX-４００２遺構実
測図（１ /３０）

Fig.８　SX-４００２出土遺物実測図（１ /３）
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縁直下に２

状の沈線を

回す。胴部

は横に張り、

器高に対し

胴最大径が

大きくなる。

外面は左上

がりのハケ

目、内面は

ナデで、底

部付近には整形時の指圧痕が残る。本来小児棺の可能性もある。

また、遺構上面から五銖銭が２枚重なった状態で出土している。（図版１５参照）出土した弥生前期土

器とは時代が全く合わないことから、五銖銭が単独で流れ込んだか、土器ともども流れてきたものと

みられる。これ以外の遺物は検出されていない。

ST －４０１８（Fig．１１）楕円形の土坑内に甕棺の

大破片が倒

置した状態

で検出され

ており、埋

置状況に不

可解な点も

あるが甕棺

墓としてお

く。古墳時

代の竪穴住

居 SC-４０１１

に切られて

いるが遺構

の全体像は

推定可能で、

土坑長軸に

沿って甕棺

破片がやや

南に傾斜し

た状態で倒

置している。

墓壙内に図

示した甕棺

の他の破片 Fig.１３　SC-４００４遺構実測図（１/５０）Fig.１４　SC-４００４出土遺物実測図（１：１/３　２・３：１/４）
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や他の遺物はみられ

ず、甕棺破片のみ埋

置または投棄・流入

したものとみられる。

出土遺物（Fig．１２）

大型棺で、胴部中位

以下を欠く。頸部は

外反し、口縁上面に

粘土帯を貼り付けて

肥厚させる。口唇部

の上端と下端に刻み

目を施す。口縁と頸部の境界に３条の沈線を回し、頸部と胴部の境界にも３条の沈線を施文する。頸

部と胴部の境界は沈線の他に明瞭な屈曲があり、両者の区別を明確にしている。内外面はナデ、胴部

外面に横ミガキが残る。内外面に鼠の囓り痕が残る。 
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Fig.１５　SC-４００７遺構実測図（１ /５０）

Fig.１７　SC-４００９遺構実測図（１ /５０）
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Fig.１６　SC-４００７出土遺物
実測図（１ /３）



－　9　－

２）竪穴住居

SC－４００４（Fig．１３）方形の竪穴住居で、東側の一部のみ確認できた。平面形は一辺６mの正方形と

推定される。主柱穴とみられる柱穴を１基確認し、主柱穴は全部で４本だったと推定できる。屋内に

炉や竈などの構築物は見られない。

出土遺物（Fig．１４）１は土師器甕。布留系で、球形の胴部で、口縁は内湾し端部はやや凹む。肩に

沈線を回す。外面は縦ハケ後肩部に回転的な横ハケを施す。内面胴部はケズリで底部に指圧痕が残る。

２・３は砥石。２面の研磨面が確認できる。石材は泥岩質できめ細かい。３は玄武岩質で、裏表２面

の研磨面がある。表面に鉄分とみられる黒色の付着物がある。

SC －４００７（Fig．１５）方形の竪穴住居の隅角部分のみ検出する。SC-４００４を切り、床面レベルも SC-

４００４より高い。主柱穴や屋内構築物の有無は検出範囲からは看取できない。

出土遺物（Fig．１６）１・２は床面やや上から出土する。１は鉢で、布留系小型丸底壺の模倣品。胴

部に溝状の段がつき、歪んだ器形である。外面は胴部はタタキ、底部付近はケズリ。内面下位はケズ

Fig.１８　SC-４００９出土遺物実測図１（１ /３）
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リ後ナデ。２はⅤ様式系の鉢。内

面底部に螺旋状のハケを施す。

SC －４００９（Fig．１７）方形の竪穴住

居で、住居の全体像はほぼ看取で

きる。南北方向幅５．６ｍ、東西方向

幅６．２mでやや横長の形になる。主

柱穴は４本で、柱間は２．７～３．２ｍ

を測る。床面は平坦で、北側が若

干高くなる。住居内に竈や炉など

の構築物は検出されず、粘土など

の構築材も出土していないが、覆

土内に散漫に焼土粒が含まれてい

る。覆土のうち焼土が多く含まれ

る砂を水洗したが、覆土中に鍛造

剥片や砂鉄など鉄関連の遺物はほ

とんど含まれない。

出土遺物（Fig．１８～２３）床面直上

から大量の完形に近い土器や台石・

砥石が出土している。１～７は布

留系甕。１は球形の胴部で口縁は

内湾し、口縁端部は面取りする。

肩部に刺突文が５ヶ所ある。胴部

外面はタタキ後縦ハケで肩部に断

続的な横ハケを施す。２は口縁端

部を凹線状に面取りし、粘土の返

りが端部内側に突出する。外面胴

部上位に回転的な横ハケを施す。

３は球形の胴部と内湾気味の口縁

をもつ。口縁端部は凹線状の横ナ

デで端部内側に粘土が返る。肩の

部分に焼成後穿孔がみられる。胴

部上位に回転的横ハケを施す。４

は球形の胴部で口縁は直線的に開

き、端部は凹線状の横ナデ。胴部

上位に回転的横ハケを施す。

　５は口縁端部が凹線状横ナデで

内面に粘土が返る。６は口縁が直

線的に開き、端部は凹線を入れる。

５・６とも胴部外面は縦ハケ後横

ハケ。７は口縁は内湾気味で、端

－　10　－
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Fig.１９　SC-４００９出土遺物実測図２（１ /３）
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部は面取りする。胴部外面は横ハケ後ナデ。８は布留系甕もしくは山陰系壺の胴部。外面は縦ハケの

上から胴部上位に回転横ハケ、中位に断続横ハケを施す。９は布留系甕か直口壺もしくは山陰系壺の

胴部。外面はタタキ後縦ハケで部分的に断続的な横ハケもみられる。

　１０・１１はⅤ様式系二重口縁壺。１０は球形の胴部で底部がやや尖る。頸部屈曲部外面に器壁剥落部が

あり、突帯があったとみられる。１１は胴が横に張る。頸部は外側に開く。胴部下位に横長の焼成後穿

孔がある。他にSC-４００９で出土した二重口縁壺をP．２７　Fig．４４に掲載している。１２～１５は小型丸底

壺。１２は精製土器で、胴部は横に張る。底部付近に焼成後穿孔がある。１３は扁平な胴部で、口縁端部

は丸く仕上げる。胎土は精良でない。１４は扁球形の胴部で口縁は短い。頸部内面に明瞭な稜がある。

胎土は精良でない。１５はミニチュア土器の可能性もある。体部はやや扁平で、頸部は締まらず、口縁

は内湾気味に立ち上がる。内面に棒状工具の擦痕がある。１６はミニチュアの壺形土器で胴部は不整形、

頸部はやや絞って、口縁は直立する。胴部外面はケズリ後ナデ。

　１７～２０は高坏。１７は布留系高坏で古墳前期でもやや新しいもの。坏底部と口縁の間に段を作る。柱

状部は下部で緩く膨らみ、脚端部はナデて面取りする。１８も１７とほぼ同形で口縁端部が細く尖る。柱

状部と脚部の境界は明瞭で、内外面に稜をつくる。１９は坏底部から口縁が緩く開き、端部は外反し細

Fig.２０　SC-４００９出土遺物実測図３（１ /３）
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く尖る。坏部と柱状部の境界も甘く、稜はない。２０は在地系とみられ、口縁は坏底部から外湾し、端

部は沈線状に面取りする。２１・２２は台付鉢。２２は精製土器。２３～２６は鉢。２３は底部にケズリを入れる。

２５はⅤ様式系とみられ、体部は丸く、底部は平底気味。内面は板ナデ。２６はⅤ様式系で、底部は輪台

充填。外面はナデで絞り痕が残り、底部は棒状工具でナデる。

　２７～２９は台石。住居床面直上で検出した状況からみて原位置を留めているとみられる。２７は重量

９．０kg、砂岩製で上下面と側面が研磨面である。上面には鉄分が滴状に付着する。２８は重量８．５kg、

玄武岩製で上下面が研磨面である。上面中央部に敲打痕がある。２９は重量１４．５kg、安山岩製であろ

う。上下面が研磨面で上面に敲打痕が残る。

　３０～３３は砥石。３０は玄武岩製の角柱状で４面の研磨面が確認できる。３１は平たい形で上下面が研磨

面である。３２は花崗岩製で台石破片ともみられる。上面が研磨面である。３３は玄武岩製の破片で研磨

面は１面確認できる。表面には擦痕が残る。

SC －４０１０（Fig．２４）SC-４００９南側で住居状の落ち込み部分を検出し、住居とみて掘り下げたところ、

床面と西側壁を確認した。壁が屈曲しているため、２軒以上の住居を重複して検出した可能性もある。

床面はほぼ平坦で東にわずかに傾斜する。壁は床面から緩く立ち上がる。住居内から柱穴や構築物は

検出しなかった。

出土遺物（Fig．２５）１はタコ壺。紡錘形に近い形で、口縁部は内傾し面取りする。外面はナデ、内

面は縦方向ナデ。２は山陰系壺の口縁部。頸部は短く外反し、口縁部は外反気味に開く。口縁と頸部

は内外面とも横ナデ。胴部は外面縦ハケ、内面はケズリ。

SC－４０１１（Fig．２６）方形の竪穴住居で、SC-４００９に切られる。南北幅５．３mでSC-４００９とほぼ同形同大

とみられる。床面は平坦でやや南に傾斜し、壁は床から直立する。住居内で柱穴や竈・炉などは検出

－　12　－

Fig.２１　SC-４００９出土遺物実測図４（１ /３）
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されず、覆土に粘土塊なども含まれない。

出土遺物（Fig．２７）１は住居北側床面

直上で検出された布留系甕。胴部は倒卵

形で器壁が薄く、口縁部は直線的に開く。

口縁端部は凹線状に面取りし、端部内側

に粘土が返る。外面胴部上位に回転的横

ハケを施し、外面にタタキ痕が残る。内

面底部に指圧痕が残る。２は砥石。石材

は泥岩で表面は滑らか。角柱状で４面の

研磨面を確認する。３は敲石。上下面に

敲打痕が残る。

SC －４０１３（Fig．２８）不整形で小型の竪

穴住居。東西幅３．６m。コーナー部分は

不明瞭で、全体に丸味を帯びた平面形で

ある。床面は北に傾斜する。住居内で柱

穴などは検出されず、住居として確定す

る要素には若干欠ける。

出土遺物（Fig．２９）１は器台。在地系

で、口縁は外反し、端部を面取りする。

台部は直線的に開き、脚端部を丸める。

外面はタタキ後縦ハケ。２は擦石あるい

は砥石。研磨面は１面で、裏側は手擦れ

痕があり、裏側を手で持って使用したと

みられる。端部には敲打痕がある。

SC －４１０１（Fig．３０）方形で小型の竪穴

住居。住居内に６基の柱穴が検出され、

主柱穴は外側の４本あるいは内側の３本

を含む４本であろう。床面は平面で、北

壁中央に外側に張り出す部分があり、竈

の痕跡とみられるが、粘土などの部材は

見られず、焼土や熱で赤変した箇所もな

い。

出土遺物　遺物量はごく少量で小片が多

い。土師器が主で、須恵器破片も含まれ

る。

SC －４１０２（Fig．３１）方形の竪穴住居で、

南側は不明瞭で検出できなかった。規模

は SC-４００９と同程度とみられる。北西隅

にテラス状の部分がある。床面はほぼ平

坦で、住居内で３基の柱穴を検出したが、
Fig.２２　SC-４００９出土遺物実測図５（１ /５）
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位置関係からいずれも主柱穴とできない。竈・炉などの構築物は検出していない。

出土遺物（Fig．３２～３６）床面直上から大量の土器が出土している。１～７は庄内式系甕。１は他の

土器よりもやや古い様相を示す。口縁

は外反しながら開き、口縁端部はツマ

ミ上げる。胴部外面は細筋タタキ。２

は胴が張り、口縁は端部で内湾気味。

口唇部は凹線状横ナデ。外面は口縁部

がタタキ後横ナデ、胴部はタタキ後部

分的に縦ハケ。

３は球形の胴部

で口縁は直線的

に開き、端部は

内側に折り返す。

頸部内面に絞り

痕が残る。４は

口縁が外反気味

で、口縁端部は

沈線状の擦痕が

つき内側に粘土

が返る。肩部に

－　14　－

Fig.２３　SC-４００９出土遺物実測図６（１ /４）

Fig.２４　SC-４０１０遺構実測図（１ /５０）
Fig.２５　SC-４０１０出土遺物

実測図（１ /３）
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棒状工具による波状の条痕が

つく。胴部内面に棒状工具に

よる削痕が残る。５は球形の

胴部で、外面胴部はタタキで

下位に部分的に縦ハケを施す。

内面は頸部絞り後指オサエ、

ケズリ。６はやや胴が張り、

頸部が絞られる。内面は縦ケ

ズリ後ナデで頸部に絞り痕が

残る。７は胴中位以下の破片。

外面はタタキ後縦ハケ。内面

はケズリ。８はⅤ様式系もし

くは在地系の甕底部。胴部は

長胴形か倒卵形とみられる。

外面は縦ハケ後縦ミガキ、内

面はケズリ。

　９は小型甕。Ⅴ様式系の製

作技法による庄内系甕の模倣

品とみられる。球胴で口縁は

短く外反する。底部付近に焼 Fig.２６　SC-４０１１遺構実測図（１ /５０）
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Fig.２７　SC-４０１１出土遺物実測図（１：１ /３　２・３：１ /４）
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成後穿孔がみられる。１０はⅤ様式系二重口

縁壺。頸部と胴部の屈曲、頸部と一次口縁

の屈曲はそれぞれ明確で、二次口縁は外反

して端部は面取りする。内面に粘土接合痕

が残る。１１・１２はⅤ様式系直口壺で、同一

個体とみられる。口縁はやや外反し、端部

は丸める。頸部屈曲は明瞭で、胴部は下膨

れになる。底部は輪台充填が突出し、先端

はわずかに凹む。内面に粘土接合痕がみら

れる。１３はⅤ様式系小型二重口縁壺の頸部。

頸部と胴部の境界は明瞭に屈曲し、口縁は

頸部から緩く開く。外面は口縁部と胴部が

縦ハケ後横ミガキ、頸部縦ミガキ。口縁部

内面は横ミガキ。１４は布留系長頸壺の模倣

品とみられる精製土器の頸部。１５は布留系

直口壺で、口縁は外反し、端部は面取りす

る。肩部に沈線を回す。

内面は頸部に指圧痕が残

り、胴部はケズリ。１６は

布留系長頸壺の模倣品。

頸部は直線的に開く。胴

部内面に指圧痕と板ナデ

痕が残る。１７・１８は小型

丸底壺で、いずれも胎土

は精良でなく、頸部が締

まらない。１７は胴部にハ

ケ後一部ミガキを入れる。

１８は口縁が内湾し、胴部

は扁平。内外面胴部下半

にミガキを入れる。

　１９・２０は山陰系の大型

甕の破片で、同一個体の可能性がある。１９は頸部が短く外反し、二次口縁は直線的に開いて端部は面

取りする。肩部に線刻のような櫛描き痕がみられる。２０は１９とほぼ同形でなで肩。２１は壺頸部～胴部

破片。頸部は短く外反し、口縁部は稜を付けて立ち上がる。胴部はやや丸味をもつ。外面はケズリ後

縦ハケで肩部に回転的横ハケを施す。内面は指オサエ後ケズリ。２２～２６はⅤ様式系鉢。２２は口縁端部

を丸め、外面はタタキ後ケズリ、内面はケズリ後板ナデ。２３は底部が輪台充填。外面はタタキ後ケズ

リ、ハケ。２４は底部が輪台充填で口縁端部は丸める。外面はタタキ後縦ハケ、内面は簾状ハケ。２５は

平底で、外面はタタキ後横ナデかケズリ。２６は平底で輪台充填、口縁端部は丸める。内面は螺旋状ハ

ケ。２７は鉢でⅤ様式系か在地系。体部は丸く、底部は平底。内面下半は板ナデとみられる。２８は有段

口縁鉢。口縁は二重に屈曲して開き、内外面に明瞭な稜をもつ。外面はハケ目、内面はケズリ後ナデ。
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Fig.２９　SC-４０１３出土遺物実測図（１：１ /３　２：１ /４）
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　２９はⅤ様式系台付鉢。鉢部と台部の境

界は明瞭で、鉢部は丸い。３０～３２は高坏。

３０は布留系高坏で精製。坏底部と口縁部

の境界は甘い。脚端部は面取りし、脚部

に２ヶ所の透孔がある。外面は縦ハケ後

回転的細密横ミガキ、坏部内面に放射状

の暗文ミガキを施す。３１はⅤ様式系とみ

られる精製品。口縁端部はナデて丸める。

脚部には透孔が入る。柱状部は絞り成形。

３２は布留系椀形高坏。精製土器で、坏部

は内湾し、口縁端部は面取りする。

　３３～３６は砥石。３３は玄武岩製で上下面

や側面に計５面の研磨面を認める。３４は

砂岩製で上下２面の研磨面がある。３５・

３６は大型の砥石の破片でいずれも玄武岩

製で２面の研磨面をもつ。３７は敲石。閃

緑岩製とみられ、上下面と側面に

計４ヶ所の敲打痕がある。

SC －４１０５（SC-４２０２）（Fig．３７）

２区で検出された SC-４１０５と３区

で検出された SC-４２０２が同一遺構

になる可能性があるため、単一住

居として報告するが、別の遺構の

可能性もある。住居全体の規模は

不明。住居床面は平坦で、柱穴や

構造物は検出されない。

出土遺物（Fig．３９）１は小型器

台。受け部は浅い坏状で端部は丸

め、脚は直線的に開く。外面は受

け部が横ナデ後粗いミガキ、脚部

はハケ。内面は受け部がナデ後ミ

ガキ、脚部はナデ、斜ハケ。

SC －４２０４（Fig．３８）SC-４２０２に切

られ、検出できた部分がごくわず

かで、遺構の詳細は不明。方形の

竪穴住居とみられ、床面は平坦で

壁は直に立つ。

出土遺物（Fig．３９）２は椀形高

坏とみられる。脚部は直線的に開

H=3.5m
H
=
3.5m

0 2m

Fig.３０　SC-４１０１遺構実測図（１ /５０）
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Fig.３１　SC-４１０２遺構実測図（１ /５０）



き、端部は面取りする。脚部に透孔が３ヶ所ある。脚部内面は簾状ハケ。３は畿内系精製二重口縁壺

の口縁部。内面は放射状縦ミガキを施す。

３）その他の遺物（Fig．４０～４７）

　以下、各遺構・包含層から出土した古墳時代の遺物を報告する。１はⅤ様式系甕。胴部は球形で、
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Fig.３２　SC-４１０２出土遺物実測図１（１ /３）
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Fig.３３　SC-４１０２出土遺物実測図２（１ /３）
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口縁は外反し、端部は面取りする。２～１３は布留系甕。２は胴部は球形で口縁端部は面取りする。胴

部外面は縦ハケ後断続的横ハケ。３は器壁が薄く、なで肩で胴が張る。肩部に波状文を施文する。外

面胴部上位に回転的横ハケを施す。４はなで肩で、頸部は緩く屈曲し、口縁端部を水平に面取りする。

外面胴部は縦ハケ後横ハケ。内面胴部はケズリ。各要素からやや新しいとみられる。５は口縁が内湾

気味に開き端部は丸める。胴部外面はハケでタタキ痕が残る。６は胴部は倒卵形でややなで肩。口縁

端部は面取りする。肩部に横方向沈線が回る。外面胴部上位に回転的横ハケを施す。胴部内面はケズ

リで底部付近は指圧痕が残る。７は球形の胴部で口縁端部は面取りし、口縁外面に沈線状の文様が入

る。外面胴部上位に回転横ハケを施す。胴部内面底部には指圧痕が残り、炭化物が付着する。８はな
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Fig.３４　SC-４１０２出土遺物実測図３（１ /３）
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で肩で、頸部は緩く屈曲し、外面肩部に沈線が回る。９は口縁が直線的に開き、端部は面取りする。

外面胴部は縦ハケ後回転的横ハケ。１０は頸部が緩く屈曲し、口縁端部は面取りする。胴部外面は縦ハ

ケ後回転的横ハケ。

　１１は胴部は球形で口縁は直線的に開き、端部は沈線状に面取りする。肩部に沈線を波状にまわす。

外面頸部にタタキ痕跡が残る。１２は口縁部は内湾して端部は面取りする。外面肩部に沈線を回す。内

面頸部は横ハケ、胴部はケズリ。１３は外面全体に煤が付着する。胴部は倒卵形でやや長胴気味。頸部

は明瞭に屈曲し、かなり締

まる。外面胴部上位は縦ハ

ケ後回転的横ハケを施し、

肩部に板状工具による押圧

列点を施文する。１４は甕で

系統不明。胴部はなで肩で

頸部は緩く屈曲し、口縁は

直線的に開き端部はナデて

丸めるなど、全体にだれた

形を呈する。

　１５～２０は直口壺。１５は畿

内系で、胴部は倒卵形を呈

し、口縁は軽く外反する。

口縁端部は凹線状に面取り

し、内外面に粘土が張り出

す。外面胴部上位は縦ハケ

後回転的横ハケを施す。１６

は畿内系で、口縁は直線的

Fig.３５　SC-４１０２出土遺物実測図４（１ /３）

Fig.３６　SC-４１０２出土遺物実測図５（１ /４）
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に開き、端部は面取

りして外面に粘土が

張り出す。外面胴部

上半に縦ハケ後回転

的横ハケを施す。１７

は在地系で、胴部は

球胴で頸部は締まり、

口縁部は直線的に開

いて端部は面取りす

る。内面胴部はケズ

リで底部に指圧痕が

残る。１８は布留系で、

口縁は外反気味に立

ち上がり、端部は面

取りして沈線状の条

痕が残る。１９は布留

系で、口縁は外反し

て端部は凹み状に面

取りする。２０は畿内

系で、頸部が締まり、

口縁は外反する。口

縁端部は面取りする。

　２１は壺胴部で、畿

内系もしくは山陰系とみられる。胴部は倒卵形でやや胴が張る。

外面胴部上半に縦ハケ後回転的横ハケを施す。２２は山陰系二重

口縁壺で、頸部は緩く屈曲し、口縁は外反気味で口縁端部は面

取りし、口縁外側に粘土が張り出す。胴部外面は縦ハケ後回転

的横ハケ。

　２３は SC-４００９出土のⅤ様式系二重口縁壺。上下２破片に分離

し、図上で復元する。胴部は肩が張る倒卵形で、底部は輪台充

填後タタキで丸底にする。頸部は直立し、口縁は外反して端部

は太めに丸める。胴部外面はタタキ後ハケ。

胴部内面はケズリ。２４はⅤ様式系とみられる

壺で一部布留系の技法もみられる。胴部は球

形で、口縁は外反気味に開き端部は面取りす

る。内面頸部に指圧痕が残り、胴部上半は縦

ハケ、下部はケズリ。

　２５～２９は高坏。２５は布留系精製高坏で、坏

底部と口縁部の境界は明瞭に屈曲せず、口縁

部は内湾気味に開く。口縁端部は面取りし沈

－　22　－

Fig.３７　SC-４１０５遺構実測図（１ /５０）

Fig.３８　SC-４２０４遺構実測図（１ /５０）

Fig.３９　SC-４１０５・４２０４・出土遺物実測図（１ /３）
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線状の擦痕が残る。外面は坏上部が縦ハケ後回転的細密横ミガキ、坏底部はケズリ後放射状ミガキ。

内面は横ハケ後放射状ミガキ。２６は口縁部と坏底部の間に緩い段をもつ。口縁は外反し、端部はナデ

て丸める。２７はⅤ様式系で、柱状部は円錐形に広がり、脚部は直線的に開いて脚端部は丸める。２８は

Ⅴ様式系で、柱状部は下部で膨らみ、脚部は内湾して広がって端部は丸める。脚部に透孔が４ヶ所つ

く。２９は布留系精製高坏で、新しい時期のもので脚部が高いものとみられる。坏底部と胴部の間に明

瞭な段を持ち、口縁部は内湾気味に開き、端部は丸める。内外面ともハケ後細密横ミガキ。３０は布留

系の精製小型器台。受け部は口縁が短く外反しながら立ち上がる。外面は細密横ミガキ、内面は放射

状ミガキ。３１は山陰系の低脚坏で、布留系の精製技法で製作される。脚部は短く開き、端部は沈線状

の凹みを作る。３２は布留系の精製器台で、古墳前期でも新しい時期にあたる。受け部はやや内湾し、

端部は沈線状に面取りする。脚部は直線的に開き、端部は丸める。外面と受け部内面には細かいハケ

後細密横ミガキを施す。３３は布留系の精製小型丸底壺で、比較的大型の部類。胴部は球形で、口縁部

は直線的に開く。外面は口縁部と胴部上半が細かいハケ後細密横ミガキ、胴部下半がケズリ後細密横

～斜方向ミガキ。内面が口縁部が横ハケ後回転的細密横ミガキ、胴部上半はハケ、下半はナデ。３４は

在地系とみられ、球形の胴部に内湾する口縁がつき、器壁が厚い。口縁端部はナデて整えるが面取り

しない。外面胴部上半は縦ハケ後粗いミガキ、下半がケズリ後ナデ。３５は小型丸底壺で、在地土器製

作者による模倣品とみられる。胴部は球形で、口縁は直立して立ち上がり、端部は丸める。器壁は厚

い。３６は布留系精製小型丸底壺で搬入品の可能性がある。胴部は扁平で、口縁は直線的に開く。胎土

は茶褐色で精良。３７はⅤ様式系のミニチュア二重口縁壺。胴下部に穿孔がある。内外面ともナデ仕上

－　24　－

Fig.４１　古墳時代遺物実測図２（１ /３）
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げ。３８～４３は鉢。３８は布留系

の精製鉢。扁平で外面は細密

ミガキ、内面は細かいハケ後

横ナデ。３９はⅤ様式系とみら

れる鉢で口縁が軽く外反する。

４０はⅤ様式系の鉢で底部は輪

台充填でタタキで丸底にする。

外面はタタキ後ナデ。４１は布

留系有段口縁鉢で、全体に扁

平で口縁は外反する。外面体

部はケズリ後細密横ミガキで、

段直下に工具痕がつく。内面

は細密横ミガキ。４２は在地系

鉢。下部に刻目突帯を貼付し、

体部は内湾し、口縁端部は面

取りする。内外面ともハケ後

ミガキ。４３は管状の土製品。

用途不明。全面ナデ仕上げ。

４４は用途不明土製品。扁平な

棒状で端部に穿孔がみられる。

全面ナデ仕上げ。４５は土製柄

杓で、杓部分は口縁がやや締

まる球形を呈する。全面ナデ、

指オサエ成形。４６は小型の鉢

形で胴部は球形で、口縁は直

口する。側面に穿孔が２ヶ所

と、粘土接合痕が残る。穿孔

や粘土接合痕の位置からみて、

那珂遺跡群第６４次調査で出土

している脚付き三連壺の一部

と推定される。（『那珂２４』福

岡市埋蔵文化財調査報告書第

６３８集　２０００：Ｐ．３５第３３図１３７参照）

　４７は擦石で、自然石を利用したものとみられ、下面は平坦で前後方向の擦痕があり、鉄銹状の物質

が付着する。上部は取っ手状の形態で、表面に手ずれ状の平滑面があり、図示した置き方で左手で

持った場合、手に馴染んでしっくりくる。４８～５０は砥石。４８は四角柱状で４面の研磨面をもつ。砂岩

製。４９は外面に１面の研磨面と、穿孔状の研磨面を２ヶ所認める。穿孔状の研磨面は針状の工具を製

作するものと考えられる。玄武岩製。５０も４９と同様に穿孔状の研磨面が３ヶ所あり、外面も研磨面３

面をもつ。

　５１は弥生前期壺形土器頸部破片。篦描き沈線２条の下に貝殻原体による無軸羽状文を施文する。５２
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Fig.４３　古墳時代遺物実測図４（１ /３）
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は弥生時代前期後半、金海式甕棺口

縁部破片で１区３面上包含層出土。

口縁端部下端に刻み目を施し、口縁

上面は外傾する。５３～５８は半島系陶

質土器・軟質土器破片。５３は３区４

面上包含層出土で、三韓系軟質土器

の底部付近破片。胎土は明赤褐色で

外面は格子目タタキ。５４は軟質土器

のコブ状突起の模倣品か。外面は指

ナデ成形、内面はナデでケズリ工具

痕が残る。５５～５８は甕形の陶質土器

でいずれも１区４面上包含層出土。

５５は胴部下位破片で、外面は破片上

半は縦横揃った格子目、破片下半は

不揃いな格子目。５６は胴部中位破片

で、外面は格子目タタキ、内面は横

ナデ。５７は胴部下位破片で、外面は

破片上半は揃った格子目、破片下半

は不揃いな格子目。５８は底部破片で、

外面は細かい平行タタキ、内面はナ

デ。５９は赤褐色の硬質な胎土で、外

面はタタキ後カキ目状のハケ、内面

は当て具痕が残る。

（２）第３面（１１世紀後半～１２世紀前

半）

１）井戸

SE －３００３（Fig．４８）上端平面形は

隅丸長方形に近い円形とみられる。

井戸枠は掘方ほぼ中央とみられ、直

径６０cm。掘方断面は鉢形で、壁は

緩く開く。

出土遺物（Fig．４９）いずれも井戸

掘方からの出土。１は白磁碗。口縁

が緩く外反し、見込みに段をもつ。

外面に線描による縦花弁文を施す。

２は陶器壺。胎土は褐色で外面は露胎、内面は施釉される。３は石鍋で滑石製。胴部に断面三角形の

突帯を削り出す。外面は縦ケズリで煤が付着する。

SE －３００４（Fig．５０）掘方上端は円形とみられる。断面は鉢形で壁は緩く開く。調査区内で井戸枠は

検出できない。

出土遺物（Fig．５１）１・２は白磁碗。１は玉縁状口縁で、胴部は直線的に開く。２は口縁端部が短く

Fig.４４　古墳時代遺物実測図５（１ /３）
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Fig.４５　古墳時代遺物実測図６（１ /３）

10cm0

25 26 30

31

38

32

39

33

34

35

41

40

42

43 44

45

46

3736

29

28

27



－　29　－

外反する。体部はやや丸く、見込みに段を

もつ。

SE －３００５（Fig．５２）上端平面形は隅丸長

方形に近い楕円形。井戸枠は井戸掘方中心

からややずれた位置にある。井戸枠直径は

６０cm。掘方壁面はやや角度をもって立ち

上がる。

出土遺物（Fig．５３）１・２は土師器坏で

底部糸切り。１は底部と体部の境界に段を

持つ。井戸枠内出土。２は底部と体部境界

が丸く、体部が直線的に開く。掘方出土。

３～６は青磁碗。３は口縁が軽く外反する。

井戸枠内出土。４は口縁が短く外反し、体

部は底部から屈曲して直線的に開く。釉は

厚く施釉され、畳付は露胎。井戸枠内出土。

５は丸味のある体部で外面に縦櫛目文、内

面に篦描文と櫛描点描文を施文する。掘方

出土。６は外面に縦方向花弁文を施文する。

井戸掘方出土。７は青磁水注。口縁は折り

返し、全面に厚く施釉される。掘方出土。８は青磁皿。内面に櫛描文が施文され、底部に十字のよう

な墨書がある。掘方出土。９は白磁皿。平底で扁平。口縁部の釉を剥ぐ。堀方出土。１０は内面に篦描

きで草木文と「正」字を施文する。掘方出土。１１は土錘。小型で孔は小さい。

SE －３０４８（Fig．５４）平面形は楕円形。井戸枠は掘方中央から外れる。壁はかなり直に立ち上がる。

井戸枠直径は５０cm。

出土遺物（Fig．５６）１は青磁碗。底部は厚く、体部は丸く立ち上がる。全面厚く施釉され、畳付ま

で釉が垂れる。２は白磁皿。体部はやや内湾する。１・２とも掘方出土。

SE －３０５２（Fig．５５）円形の掘方で、井戸枠は掘方中央におかれる。壁はかなり角度を以て立ち上が

Fig.４６　古墳時代遺物実測図７（１・２：１/４　３・４：１/３）

Fig.４７　古墳時代遺物実測図８（１ /３）
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る。

出土遺物（Fig．５７）

いずれも上層からの

出土。１は土師器皿。

底部はヘラ切り後ナ

デ。２は土師器坏。底

部はヘラ削り後ナデ。

３は白磁皿。底部は

厚く、見込みに段を

もつ。４は青磁碗。口

縁は外反し、外面は

片彫りで縦櫛文。内

面は片彫りと櫛描

文による花文が施

文される。

SE －３１０４（Fig．

５８）上端平面形は

隅丸長方形に近い

円形。井戸枠は掘

方中央からかなり

外れた位置にある。

井 戸 枠 直 径 は

６０cm。掘方断面形は鉢形を呈する。

出土遺物（Fig．５９）１は土師器皿。底部は糸切りで体部

と底部の境界は丸い。井戸枠内出土。２は青磁碗。口縁は

外反し、端部は面取りする。井戸枠内出土。３～１１は掘方

出土。３・４は白磁皿。４は内面に花文を施文する。５～７

は白磁碗。５は玉縁口縁を持つ。６は口縁部が短く外反し、

体部は直線的。７は体部が丸く、口縁が外反する。８は青

磁碗。９は白磁合子。外面に花文を彫る。１０は土師器皿。

底部は糸切り。１１は滑石製石製品。石鍋破片加工品で、方

形に研磨整形する。

SE －４２０３（Fig．６０）SE-２４０１とほぼ重複しており、４面の

時点で掘削しているが本来は３面で検出可能な遺構である。

掘方壁面は角度をもっており、井戸枠は直径６０cmで最下

部に方形の板状の仕切り痕が残る。出土遺物は少量でほと

んどが小片である。

２）方形竪穴遺構

SK －３００６（Fig．６１）方形竪穴遺構。３面で検出、掘削を

行ったが、掘削完了と測量は４面の時点である。平面形は
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Fig.４８　SE-３００３遺構実測図（１ /６０）

Fig.５０　SE-３００４遺構実測図（１ /６０）

Fig.５１　SE-３００４出土遺物実測図（１/３）

Fig.５２　SE-３００５遺構実測図（１ /６０）
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整った四辺形で床面４隅にピッ

トがある。壁はほぼ直に立ち上

がるが、明褐色砂質土で崩壊し

やすい地山土質からみて板など

の土留めが施工されていたはず

である。

出土遺物（Fig．６２）１～３は

白磁碗。１は玉縁口縁で体部は

直線的。２・３は体部が丸く、

端部を丸めて小玉縁とする。４

は土師器皿。底部はヘラ切り後

ナデ。５は土師器坏。底部はヘ

ラ切り後ナデで板状痕が残る。

６は瓦器椀。外面は横ミガキ、

内面は交差ミガキ。７は陶器壺。

内面は化粧土の上から施釉され、外面は胎土上に

直接施釉される。８は陶器鉢。口縁は外側に折り

返して帯状に作る。内面に施釉され、外面は露胎。

９は石鍋。滑石製で取っ手が２ヶ所つく。外面は

縦ケズリ。

SK －３０４９（Fig．６３）方形竪穴遺構。平

面形はだれて隅丸方形を呈する。床面は

平坦で、当初は隅にごく浅いピット状の

凹みを検出したが、砂質土のため雨で流

れて確認不能になってしまった。壁は緩

く立ち上がり、平面形とあわせて遺構廃

Fig.５３　SE-３００５出土遺物実測図（１ /３）

Fig.５４　SE-３０４８遺構実測図（１ /６０）Fig.５５　SE-３０５２遺構実測図（１ /６０）

Fig.５６　SE-３０４８出土遺物実測図（１ /３）

Fig.５７　SE-３０５２出土遺物実測図（１ /３）
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絶後自然崩壊・埋没し

たものと考えられる。

出土遺物（Fig．６４）

１は白磁碗。玉縁口縁

で、体部は直線的に開

く。２は土師器椀。内

面に部分的に横ミガキ

が入る。３・４は白磁

碗底部。３は高台が高

く、４は高台が低く体

部が丸くなるもの。

SK －３１０２（Fig．６５）
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Fig.６０　SE-４２０３遺構実
測図（１ /６０）

Fig.５９　SE-３１０４出土遺物実測図（１ /３）

Fig.６２　SK-３００６出土遺物実測図（１～７：１ /３　８・９：１ /４）
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大型の土坑で、平面形は隅丸方形に近いとみられる。

床面は平面で、壁はやや開き気味に立ち上がる。大

型の方形竪穴遺構の可能性があるためここで述べる。

出土遺物（Fig．６６）１は土師器皿。底部はヘラ切り

後ナデ。２は白磁皿。見込みに段をもち、全体に厚く

釉がかかる。３は白磁皿。口縁部は短く外反し、見込

みに段をもつ。４・５は土師器坏。いずれも底部は回

転ヘラ削り後ナデで板状痕が残る。体

部は緩く開き、４は端部がやや外反す

る。

３）土坑

SK －３００１（Fig．６８）西側を撹乱に切

られるが、平面形は長方形で、長軸方

向に細長い形である。断面は箱形で、

床面は緩く北に傾斜する。形状から見

て土壙墓の可能性が高いが、遺構内か

ら人骨や副葬品は出土していない。

出土遺物（Fig．６７）１は白磁碗。口

縁は玉縁状で、体部は直線的に開く。

見込みに段がつく。釉は厚く施釉され

る。２は青磁碗。体部は底部から緩く

屈曲して開き、口縁は緩く外反する。

外面に縦方向縦方向篦描文、内面に横

方向沈線が入る。３は高麗青磁の碗と

みられ、高台は厚く、体部は丸い。見

込みと畳付に砂目痕がつく。４は瓦器

椀底部。高台は粘土貼り付けで低い。

５は陶器鉢。口縁内側に突帯状の張り

出しがつく。

SK －３０２６（Fig．６９）平面形は略楕円

形。床面は平坦で、南側の壁が緩く立

ち上がり、他の壁は角度をもつ。

出土遺物（Fig．７０）１は土師器坏。

Fig.６３　SK-３０４９遺構実測図（１ /６０）

Fig.６４　SK-３０４９出土遺物実測図（１ /３）

Fig.６５　SK-３１０２遺構実測図（１ /３）
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底部は糸切りで、体部は丸く立ち上がる。２は白磁皿。内面見込み

に線描で文様を描く。３・４は白磁碗。３は体部はやや丸味を持ち、

端部は直口する。４は口縁端部がごく短く外反する。

SK －３０３５（Fig．７１）平面形は隅丸長方形とみられ、長軸方向に細

長い形である。断面は箱形で、床面は平坦である。SK-３００１と形態

や法量的に近いものとみられ、土壙墓の可能性が高い。

出土遺物（Fig．７２）１は土師器坏。口縁はやや外湾する。底部は

回転ヘラ削り後ナデ。２は青磁碗。釉は高台内部まで全面に施釉さ

れ、内面と畳付に砂目痕がつく。高麗青磁とみられる。３は陶器盤。

口縁は外反し、体部は内湾しながら開く。内面は施釉され暗褐色

で鉄絵が描かれる。外面は露胎。

（３）第２面（１２世紀中頃～１２世紀後半）

１）井戸

SE －２０５５（Fig．７４）掘方平面形は円形で、断面は壁面がほぼ直

に立ち上がる。井戸枠は掘方中央からやや外れた位置にあり、

井戸枠断面はわずかに傾いている。井戸枠直径は６０cmである。
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Fig.６７　SK-３００１出土遺物実測図（１～４：１ /３　５：１ /４）

Fig.６８　SK-３００１遺構実測図（１ /４０）

Fig.６９　SK-３０２６遺構実測図（１ /４０）

Fig.７１　SK-３０３５遺構実測図（１ /４０）
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出土遺物（Fig．７３）１・２は井戸掘方出土。１は土師器皿。

底部は糸切りで板状痕が残る。２は青磁碗。体部は直線的に

開く。釉は暗灰緑色で、透明。高麗青磁とみられる。３・４

は井戸枠内出土。３は土師器坏。底部は糸切りで底径は小さ

く、体部は内湾

する。井戸枠内

出土。４は土師

器皿。底部は糸

切り、体部は底

部から内湾して

直立する。５は

石鍋。滑石製で、

体部は直線的に

開き、外面に突

帯を削り出す。

外面は縦ケズリ

成形。

SE －２２０３（Fig．７５）平面形は楕円形とみられる。断面

は鉢形を呈し、掘方壁面は角度がついて開く。調査区範

囲内では井戸枠は検出できなかった。

出土遺物（Fig．７６）１・２は土師器皿。底部は糸切り

で、体部は底部から緩く屈曲して立ち上がる。２は底部

は糸切りで板状痕が残る。３は土師器坏で底部は糸切り

Fig.７３　SE-２０５５出土遺物実測図（１～４：１ /３　５：１ /４）

Fig.７５　SE-２２０３遺構実測図（１ /６０）

Fig.７６　SE-２２０３出土遺物実測図（１ /３）
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で体部は外反して立ち上がる。４は土師器椀で口縁部

は横ナデて外反する。５・６は白磁碗。５は口縁は玉縁

状で体部は直線的に開く。６は内面に櫛描文を施文す

る。釉は青白色。７は青磁皿。内面見込みに段をもつ。

８は滑石製石製品。石鍋破片を再加工したもので、上

面に２条の擦痕が残る。

SE－２２０６（Fig．７７）掘方平面形は台形に近い隅丸四

辺形で、掘方断面は鉢状を呈し壁面は緩く立ち上がる。

井戸枠は掘方中央からかなり外れた位置にある。井戸

枠直径は６０cmを測る。

出土遺物（Fig．７８）いずれも掘方・井戸枠内混在で

取り上げている。１は土師器皿。底部はヘラ削り後ナ

デ。２・３は白磁小碗。４は青磁碗。厚く施釉され、見

込みに段を持ち、見込みの釉を輪状に�き取る。５～

８は白磁碗。５は体部が直線的に開き、口縁は玉縁状

になる。６は高台が低いもの、７は高台が高く細いもの

でいずれも見

込みに段をも

つ。８は見込

みに櫛描文を

施文する。

SE － ２２０７

（Fig．７９）掘

方平面形は調

査区内の部分

では半円形を

呈する。壁は

直に近い角度で立ち上がるが、調査区壁際で検出・掘削しているために平面、

壁面とも若干掘りすぎた感がある。調査区内では井戸枠は検出されていない。

出土遺物（Fig．

８０）１・２は土

師器皿。いずれ

も底部はヘラ切

り後ナデで板状

痕跡が残る。３

～５は白磁碗。

３は白磁皿。体

部は丸く、口縁

は短く外反する。

４は体部が丸く、
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Fig.７７　SE-２２０６遺構実測図（１ /６０）

Fig.７８　SE-２２０６出土遺物実測図（１ /３）

Fig.７９　SE-２２０７遺構実
測図（１ /６０） Fig.８０　SE-２２０７出土遺物実測図（１ /３）
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口縁は短く軽く外反する。５は直線的に開く体部に玉縁状

の口縁をもつ。６は土師器坏。底部はヘラケズリとみられ

る。

SE －２２７５　掘方は SE-２２０６などの遺構や撹乱に切られてお

り平面形は不明確である。断面は箱形を呈し、壁はやや急

に立ち上がる。掘削段階で井戸枠は検出できていない。

出土遺物（Fig．８１）１・２は土師器皿。１は底部糸切りで

扁平な形になる。２は底部ヘラ切り後ナデで板状痕が残る。

体部は丸く開く。３は白磁皿。見込みの釉を輪状に�き取

る。４は土師器坏。底部は回転ヘラ削りで、体部は緩く開

く。５・６は白磁碗。５は体部がやや丸味を帯び、口縁は

玉縁状を呈する。６は丸味を持つ体部で口縁は短く外反す

る。内面に櫛描文を施文する。７・８は青磁碗。７は外面に

縦櫛描文、内面に片彫りによる花文と櫛描点描文を施文す

る。８は口縁が短く外反し、外面に縦櫛描文、内面に片彫

りによる草花文と櫛描文を施文する。９は陶器鉢。口縁は

内湾して外側に折り返す。全体に釉の表面が細かく粉を吹

いており、二次比熱を受けたとみられる。１０は土師器椀。外面は横ミガキ、内面はナデ。

SE －２３１９（Fig．８２）

２区と３区にわたって

検出され、平面形は楕

円形を呈する。掘方壁

面はやや急角度で立ち

上がる。井戸枠は２区

壁際で検出され、掘方

ほぼ中央に位置する。

井戸枠径は６０cmを測

る。

出土遺物（Fig．８３）

Fig.８２　SE-２３１９遺構実測図（１ /６０）

Fig.８３　SE-２３１９出土遺物実測図（１ /３）
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Fig.８１　SE-２２７５出土遺物実測図（１～８・１０：１ /３　９：１ /４）
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いずれも掘方

からの出土。

１は土師器坏。

底部は糸切り

で、全体に小

ぶり。２は陶

器壺。頸部は

締まり、口縁

は短く直立す

る。３は白磁碗で、口縁は玉縁状で体部は直線的に開く。４・５は青磁

碗。４は内面に片彫りと櫛描文を施文する。５は外面に鎬蓮弁文を施文

する。

SE －２４０１（Fig．

８４）２面で検出し

た井戸であるが、

井戸枠内上層で出

土した馬骨の検出

のために井戸本体

の掘削が遅れ、図

示した状況は第４

面掘削時のもので

ある。掘方は円形

で、壁はやや開き

気味に立ち上がる。井戸枠は掘方中央からやや外れた位置

で検出され、井戸枠直径は７０cmである。枠内最下層で縦

方向の板材を検出し、桶枠だったとみられる。板材は状態

が悪く、取り上げ

られていない。最

下面で水がしみ出

す状態である。

出土遺物（Fig．

８５）１・２は井戸

枠内最下層出土の

土師器皿。いずれ

も底部糸切りで扁

平な形態。３は土

師器坏。底部は糸

切りで、体部は直

線的に開く。４・

５は白磁碗。口縁
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Fig.８５　SE-２４０１出土遺物実測図（１ /３）

Fig.８７　SX-２００１出土遺物実測図（１ /３）

Fig.８８　SK-２０５２出土遺物実測図（１ /３） Fig.８９　SK-２０５２遺構実測図（１ /４０）
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Fig.８６　SX-２００１遺構実
測図（１ /４０）

Fig.８４　SE-２４０１遺構実
測図（１ /６０）
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はやや外

反気味で、

内面に沈

線が回る。

５は見込

みに浅く

段を作る。

なお、井

戸枠内上

層出土の

馬骨については P．４９で報告している。

２）土坑・その他の遺構

SX －２００１（Fig．８６）２面掘り下げ時に検出した遺構で、遺構掘方はほとんど検出できていない。遺

構内で石材と遺物が散在している状態である。石材はほぼ同レベルで検出され、遺物レベルもほぼ揃

うことから、この高さが本来の掘方の床面レベルとみられる。

出土遺物（Fig．８７）１・２は青磁碗。１は内面に片彫りと櫛描文を施文する。２は小型で、高台内側

に砂が付着し、釉は青白色不透明でやや粉っぽい。高麗青磁とみられる。３は白磁水注。胴部肩は明

瞭に屈曲し、頸部は緩く外反して口縁端部は横ナデて面取りする。取っ

手は肩部屈曲部と口縁部で接合する。釉は灰白色で厚め。全体に二次被

熱を受ける。

SK －２０５２（Fig．８９）平面形は複数の楕円形が重なったような形状で、

複数の遺構が重複して検出されている可能性もある。床面は二段掘り状

で、最下面は円形をなす。

出土遺物（Fig．８８）１は土師器皿。底部は糸切りで、体部は底部から

緩く屈曲して開く。２は白磁皿。見込みの釉を輪状に�き取る。３は土師

器坏。底部は糸切りで、体部と底部の屈曲は甘い。４は白磁碗。体部は

直線的に開き、口縁は外側に短く突き出す。見込みに段をもち、内面に

沈線を回す。釉は薄緑色透明。５は陶器壺。体部は下ぶくれで口縁部は

Fig.９０　SK-２０５４出土遺物実測図（１ /３）

Fig.９１　SK-２０５４遺構実測図（１ /４０）

Fig.９２　SK-２０５７遺構実
測図（１ /４０）
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Fig.９３　SK-２０５７出土遺物実測図（１～８：１ /３　９：１ /４）
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断面三角形を呈する。内外面とも施釉され、釉は薄灰白色

不透明。

SK －２０５４（Fig．９１）平面形は隅丸方形に近い円形を呈す

る。床面は大きく傾斜し、壁は開き気味に立ち上がる。

出土遺物（Fig．９０）１は土師器皿。底部は糸切りで、体

部は大きく開く。２は白磁皿。底面に「王□」の墨書がみ

られる。３は土師器坏。底部は糸切りで板状痕が残る。体

部は大きく開く。４は瓦器碗。外面は横ナデ後部分的な横

ミガキ、内面はナデ。５は

陶器鉢。口縁部は鋤先状に

つくる。外面は露胎、内面

は緑釉を施釉する。

SK －２０５７（Fig．９２）平面

形は楕円形で、床面は直軸

と直口方向に長い楕円形を

呈する。床面は平坦で、壁

は緩く開いて立ち上がる。

出土遺物（Fig．９３）１は土師器皿。底部は糸切りで全体に扁平で

ある。２・３は青磁小碗。２は口縁が屈曲して外湾する。釉は黄緑色

透明。３は体部が丸く、口縁が短く外反する。釉は薄緑色透明。４

～７は白磁碗。４は底部が上げ底で露胎で他の面は施釉される。釉

色は緑がかった乳白色で不透明。見込みに段をもつ。５は全体に扁

平で、内面に櫛描文を施文する。釉色は青白色不透明。６は直線的

－　40　－

Fig.９５　SK-２１３１出土遺物実測図（１ /３）

Fig.９７　SK-２１３８出土遺物実測図（１ /３）

Fig.９８　SK-２２０４遺構実測図（１ /４０）
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Fig.９６　SK-２１３８遺構実測図（１ /４０）

Fig.９４　SK-２１３１遺構実
測図（１ /４０）
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に開く体部に玉縁口縁をもつ。釉は乳白

色不透明。７は高台が高く、口縁端部が

外反する。内面は櫛描文を施文する。釉

は薄緑白色透明。高台内側に「十」字を

施文する。８は陶器四耳壺。頸部はほと

んど締まらず、口縁端部に粘土を貼り付

け肥厚させる。釉は外面緑褐色、内面灰

黒色。９は弥生土器甕口縁部破片。断面

三角形口縁で外面は縦ハケ。弥生中期前

半の遺物である。

SK －２１３１（Fig．９４）西半分を欠くが、

長楕円形の遺構とみられる。全体に割竹形を呈し、

床面は丸味を帯びる。遺構形状からみて土壙墓の可

能性もある。

出土遺物（Fig．９５）１は土師器皿。底部は糸切り

で体部は大きく開く。２は白磁蓋。外面は露胎、下

面に施釉される。釉は乳白色不透明。３は土師器坏。

底部は糸切りで、底部と胴部の境界に一部段がつく。

４は青磁皿。体部は屈曲し、底部は外反する。口縁

部輪花と内面白堆線で６分割し、内面に段をもつ。

５～７は白磁碗。５は内面に櫛描文を施文する。釉

は灰白色透明で厚く施釉される。６は口

縁部に６分割の輪花をもつ。釉は暗灰白

色不透明で見込みの釉を輪状に掻き取る。

７は体部が直線的に開き、口縁部に玉縁

をもつ。見込みに段をつくる。釉はくす

んだ乳白色で不透明。８は青磁碗。口縁

部の輪花と内面の白堆線で６分割に描き、

見込みは一段下がる。釉は黄緑色で半透

明。

SK －２１３８（Fig．９６）遺構平面形は楕円形あるいは

不整形を呈するとみられる。床面は二段掘り状に緩

く傾斜する。遺構内部から動物骨が出土している。

Fig.９９　SK-２２０４出土遺物実測図（１ /３）

Fig.１００　SK-２２０５遺構実測図（１ /４０）

Fig.１０１　SK-２２０５出土遺物実測図（１ /３）

Fig.１０２　SK-２３１５出土遺物実測図（１ /３）
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Fig.１０３　SK-２３１５遺構実測図（１ /４０）
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出土遺物（Fig．９７）１は土師器皿。底部はヘラ切り後ナデで

板状痕が残る。２は白磁皿。底部は上げ底で厚く、口縁は短く

外反する。釉は薄緑色透明で厚い。３は青磁皿。口縁端部は短

く外反する。釉は暗青白色不透明。４は土師器皿。底部は糸切

りで、体部は底部から緩く屈曲して開く。５は青磁碗。体部は

直線的に開き、内面に段がつく。釉は薄青灰色。６・７は白磁

碗。６は口縁が短く外反する。釉は乳白色で薄い。７は玉縁状口

縁で内面に段がつく。釉は青白色透明で厚い。８は陶器注口壺。

外面肩部に沈線を施文し、口縁は屈曲して短く直立する。

－　42　－

Fig.１０４　SD-１１０２遺構実測図（１ /６０）
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SK －２２０４（Fig．９８）平面形は楕

円形で、二段掘り状を呈し、最下

面は略円形である。床面は緩く凹

み、壁面はほぼ直に立ち上がる。

出土遺物（Fig．９９）１は土師器

皿。底部はヘラ切り後ナデで板状

痕が残る。２・３は土師器坏。２は

底部はヘラ切り後ナデで板状痕が

残る。３は底部は回転ヘラ削り後

ナデで板状痕が残る。４は瓦器碗。外面は横ナデ後横

ミガキ、内面はナデ。５は青磁皿で高台内側に「□綱」

の墨書がある。

SK －２２０５（Fig．１００）平面形は長楕円形を呈すると

みられる。床面はほぼ平坦で、壁面は緩く開いて立ち

上がる。全体にだれた形で、廃棄土坑とみられる。

出土遺物（Fig．１０１）１は土師器皿。底部は糸切りで

板状痕が残る。２は瓦器皿。体部は直線的に開く。３

は白磁皿。４は青磁皿。３・４とも見込みの釉を輪状に

�き取る。５は白磁碗。口縁直下にケズリ状の段が付

く。６は土師器椀。体部内外面は横ミガキ。

SK －２３１５（Fig．１０３）平面形は長方形になるとみら

れる。断面形は浅く皿状を呈し、床面は平坦で壁は緩

く開いて立ち上がる。

出土遺物（Fig．１０２）１は土師器皿。

底部は糸切りで板状痕が残る。２・

３は白磁碗。２は口縁部は外側に屈

曲し、上面は外傾する。３は見込み

の釉を輪状に�き取る。

（４）第１面（１３世紀前半～１３世紀後

半）

１）土器溜

SD －１１０２（Fig．１０４）２区と３区にまたがって検出された溝

状遺構。遺構内から土師器皿・坏を主体にパンケース４０箱前後

の量の土器が出土している。遺構内の土器の密度は極めて高く、

Fig.１０８　SK-１０２９遺構実測図（１ /４０）

Fig.１１０　SK-１００１遺構実測図（１ /６０）

Fig.１１１　SK-１００１出土遺物実測図（１ /３）
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土器投棄時点では溝内は土器で満たされ

ていて、その後土砂の流入で土器の隙間

に土が入り込んだような様相を呈する。

また検出された土器はほとんどが上向き

で重なっており、原位置で割れた破片が

極めて多いことから、遺構外から土器を

不規則に投げ込んだものではないと考え

られる。

出土遺物（Fig．１０５）出土遺物のほとん

ど全ては坏と皿で、法量的に３種類程度

に分類でき、形態的な偏差はほとんどみ

られない。

SK －１０２０（Fig．１０６）平面形は楕円形

で、断面は鉢形を呈する。床面は平坦で、

遺構内から土師器坏を主とする遺物が床

面からやや浮いた状態で検出される。出

土遺物のレベルが揃っていることから、土器投棄時期はほぼ同

時だったと考えられる。

出土遺物（Fig．１０７）１～６は土師器坏。ほぼ同形同大で、底

部は糸切り、体部は底部から屈曲して内湾気味に開く。７～１０

は土師器皿。法量的には７のようなやや小型のものと８～１０と

に分類できる。いずれも底部は糸切りで全体に扁平。１１は青磁

碗。内面に片彫りによる花文を描く。外面は片彫りによる縦条

文。１２は青磁碗底部。見込みに櫛描文が施文される。１３は陶器

擂鉢。内面に９条１組の擂り目を施す。外面は赤褐色、内面は

暗灰色を呈し、備前焼とみられる。

SK－１０２９（Fig．１０８）平面形は楕円形で、断面形は箱形を呈

－　44　－

Fig.１１３　SK-１０１１出土遺物実測図（１～４・７：１/３　５・６：１/４）

Fig.１１５　SK-１０１２出土遺物実測図（１ /３）
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Fig.１１６　SK-１１１５遺構実測図（１ /４０）

Fig.１１４　SK-１０１２遺構実測図（１ /４０）
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し、床面は平坦で壁は直に立ち上がる。

遺構内から土師器皿・坏がまとまって出

土しているが、検出状況は各土器のレベ

ルがそろっておらず、徐々に埋没・投棄

を繰り返したものと考えられる。

出土遺物（Fig．１０９）１・２は土師器皿

でいずれも底部は糸切り。１は器壁が厚

く、体部は直に立ち上がる。２は体部が

やや外反しながら立ち上がる。３・４は

土師器坏。底部は糸切りで、３は外面底

部端に粘土返りがつく。４は体部と底部

の境界をナデて調整する。

２）土坑

SK －１００１（Fig．１１０）円形の遺構で、床面は平坦

で壁は緩く開いて立ち上がる。覆土は暗灰褐色で

遺構面の土質と極めて近く、検出・掘削は困難で

あった。遺構の性格は不明だが、廃棄土坑として

はやや形態的に整いすぎる感がある。方形竪穴土

坑的な遺構が崩れたものである可能性もある。

出土遺物（Fig．１１１）１・２は土師器皿。いずれ

も底部糸切り。１は底部と体部の境界に粘土が返り、

体部は内湾する。２は体部が短く外反し、全体に扁

平な形を呈する。３は青磁皿。体部は内湾しながら

立ち上がる。内面見込みに片彫りで花文を施文す

る。４は白磁皿。見込みは一段低く段が付く。釉は

薄緑色透

明。５は

瓦器椀。

外面は横

ナデ後横

ミガキ。

内面は横

ミガキ。

６は青磁

碗。内面

に片彫りと櫛描文を施文する。外面には縦櫛描文を施

文する。７は白磁碗。口縁は短く外反し、内面に沈線

を回す。釉は薄緑色で透明。８は青磁碗。外面に非常

に粗い鎬蓮弁文を施文する。釉は薄青色で半透明。

SK －１０１１（Fig．１１２）平面形は楕円形に近い不整形

Fig.１１７　SK-１１１５出土遺物実測図（１ /３）

Fig.１１８　SK-１１１８遺構実測図（１ /４０）

Fig.１１９　SK-１１１８出土遺物実測図（１ /３）
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で、下端は隅丸方形に近い形

である。壁面は緩く開いて立

ち上がる。遺構平面形や遺物

内容からみて、建物遺構の一

部というよりも廃棄土坑的な

要素が強いと考えられる。

出土遺物（Fig．１１３）１～３

は青磁碗。１は外面にかなり

粗い鎬蓮弁文を施文する。内

面に段をつくる。２は外面に

箆描きで線を書く。内面は見

込みに段をもつ。釉は灰緑色

半透明でやや厚め。３は外面

に花弁文を彫り、内面に箆描

きで魚文を描く。４は土師器

坏で、底部は糸切りで板状痕

が残る。５・６は陶器鉢で本

来は同一個体であったとみられる。内面はハケ、外面はハ

ケ後ナデ。７は陶器合子。口縁は波状にに仕上げる。底部

は糸切り。

SK － １０１２

（Fig．１１４）

撹乱に切られ

ていて形状が

かなり崩れて

いるが、下端

形態から本来

は隅丸方形で

あったと考え

られる。床面

は平坦で壁は

角度をつけて立ち上がる。

土壙墓とみられるが、遺構

内からは人骨は出土してい

ない。

出土遺物（Fig．１１５）１は

土師器皿。底部糸切りで、

全体に扁平。２は土師器坏。

底部は糸切りで径が小さく、

体部は直線的に開く。搬入
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Fig.１２１　SK-１２０１出土遺物実測図（１ /３）

Fig.１２２　SK-１２０３遺構実測図（１ /４０） Fig.１２３　SK-１２０３出土遺物実測図（１ /３）
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Fig．１２４　包含層出土遺物実測図１（１～４：１ /３　５・６：１ /４）
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品とみられる。３・４は瓦

器椀。３は外面に横ナデ後

横ミガキ、内面は交差ミガ

キ。４は外面は横ナデ後部

分的なミガキで、内面はナ

デ。５・６は青磁碗。５は内

面は片彫りと櫛描文を施す。

釉は緑色透明。６は内面に

縦方向の櫛描文を施文し、

見込みを一段削り込む。釉

は緑色透明。７は白磁碗。

見込みに段をつくり、口縁

は短く外反する。釉は灰白

色透明で厚い。

SK － １１１５（Fig．１１６）平

面形は隅丸方形に近い形を

呈する。床面は平坦で、壁

は開き気味に立ち上がる。

廃棄土坑的な性格の遺構と

みられる。

出土遺物（Fig．１１７）１は

土師器皿。底部と体部の境

界は丸く、全体に扁平な形である。２は白磁皿。内面に片彫りで花文を描く。釉は薄緑色透明で底部

のみ露胎。３は白磁碗。体部は丸く、口縁はごく短く外反する。釉は薄緑色透明。４・５は青磁碗。４

は口縁部に５輪の輪花をつくり、内面は白堆線で区分する。

内面見込みは一段削り込む。釉は薄黄緑色半透明。５は蛇

目高台で、畳付、高台内側まで釉を背有される。釉は濃緑

色半透明。越州窯産品とみられる。

SK －１１１８（Fig．１１８）平面形は台形に近い不整形で、床

面は平坦で壁は直に立ち上がる。廃棄土坑とみられるが、

確証はない。

出土遺物（Fig．１１９）１は土師器皿。底部糸切りで体部は

大きく開き、扁平な形になる。２は古墳時代の土師器二重

口縁壺の口縁部。外面に連続竹管文を施文し、縦ミガキを

施す。３・４は青磁碗で、いずれも高麗青磁の可能性があ

る。３は畳付に砂が付着する。内面のみ施釉され、外面は

露胎で釉は暗青緑灰色を呈する。４は見込みに輪状の砂目

痕がつく。釉は暗青灰色。５は白磁碗。体部は直線的で公

園部付近は軽く外反する。釉は薄緑色半透明でやや粉っぽ

い。

Fig.１２５　包含層出土遺物実測図２（１ /３）
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時代備考火熱切痕成長度部分２部分１左右部位名小分類大分類層位地区
古墳～古代刃物痕があるが新しい可能性が高い青色化不明椎体長１．３１cm椎体のみ椎骨魚類SK１００６西側１区４面００１
古墳～古代幅３．５cmなしなし小型周辺部欠損殻ハイガイ斧足類SK１００６西側１区４面００２
古墳～古代元は１個だが細片化なしなし歯冠高１．７４cmM１かM２？歯シカ哺乳類SK１００６西側１区４面００３
１３C近位端欠損はイヌの咬痕によるなし全体に細かなカット

マーク
骨化済み近位端欠損右脛骨ウシ哺乳類１区検出時００４

古墳～古代歯冠ほぼ摩滅　乳歯か若？細片歯ウシ？哺乳類４面上包含層２区００５
古墳～古代端部にイヌの咬痕不明切跡らしきものあり不明側面欠損幹部のみ中手骨？ウマ哺乳類４面上包含層２区００６
不明細片化ナタ痕・切痕有り骨化済み近位部右脛骨ウシ哺乳類３ T２層　攪乱００７
１３C前半～後半マグロ・カツオ等の大型魚類一部欠損椎骨魚類２面上包含層３区００８
１３C前半～後半なしあり不明骨片哺乳類２面上包含層３区００９
１３C前半～後半中～大型種なし不明頭蓋骨片哺乳類２面上包含層３区０１０
１３C前半～後半イヌ咬痕なしなし不明幹部のみ長骨ウシ・ウマ哺乳類２面上包含層３区０１１
１３C前半～後半日本小型ウマ標本と同じ大きさ歯冠高１．８６cm　成獣P２～M１左上顎歯３本ウマ哺乳類２面上包含層３区０１２
１３C前半～後半不明なし骨化済み遠位端中手中足骨ウマ哺乳類２面上包含層３区０１３
１２C前半～中頃梨割不明あり大型右半分切断上後頭骨側棘切断前頭骨マダイ魚類３面上包含層３区０１４
１２C前半～中頃なし幹部細片長骨哺乳類３面上包含層３区０１５
１２C前半～中頃表面ほとんど剥落不明不明不明細片幹部のみ長骨イノシシ・シカ哺乳類３面上包含層３区０１６
１２C前半～中頃一部欠損下顎歯　１本ウシ哺乳類３面上包含層３区０１７
１２C前半～中頃イヌ咬痕　ネズミ咬痕　表面遺存不良不明不明不明両端欠損中足骨ウシ哺乳類３面上包含層３区０１８
１２C前半～中頃ねすみ咬痕不明なし不明幹部のみ長骨ウシ・ウマ哺乳類３面上包含層３区０１９
１２C前半～中頃周囲エナメル質細片化不明不明若～成獣P３～M２のどれか右下顎歯ウマ哺乳類３面上包含層３区０２０
１２C前半～中頃I ２歯冠高５．４cm左 I １、右 I １～ I ３上顎切歯　４本ウマ哺乳類３面上包含層３区０２１
１２C前半～中頃イヌ咬痕　表面剥落多い　遠位端新しい欠損不明不明骨化済み近位端欠損中足骨ウマ哺乳類３面上包含層３区０２２
１２C前半～中頃細片歯ウマ？哺乳類３面上包含層３区０２３
１２C前半～中頃細片ウマ（ウシも）哺乳類３面上包含層３区０２４
１２C前半～中頃不明なし不明遠位端欠損遠位部右肩甲骨ヒト哺乳類３面上包含層３区０２５

哺乳類４面上包含層３区０２６
古墳～古代残存歯冠高　３．１cm、５．０cm、５．４cmなし成～老獣１本は細片化３本左上顎臼歯ウシ哺乳類４面上包含層３区０２７
古墳～古代１本左上顎歯ウシ哺乳類４面上包含層３区０２８
古墳～古代歯冠高４．５８cmM１かM２上顎歯ウシ哺乳類４面上包含層３区０２９
古墳～古代細片化上顎歯？ウシ？哺乳類４面上包含層３区０３０
古墳～古代細片化切歯ウマ哺乳類４面上包含層３区０３１
１２C半～後半Bd３．３１cmなし遠位部後面内側骨化済み近位部欠損右脛骨イノシシ哺乳類SD２４０５０３２
１２C半～後半なしなし不明幹部のみ左上腕骨ヒト哺乳類SD２４０５０３３
１１C後半～１２C前半咬耗少ないなしなし歯冠高３．０６cmP４右下顎歯１本ウシ哺乳類SE２２０６０３４
１１C後半～１２C前半なしなしM１～M３のどれか左上顎歯１本ウシ哺乳類SE２２０６０３５
１１C後半～１２C前半ほとんど咬耗無しなしなし歯冠高３．０８cmP２左上顎歯１本ウシ哺乳類SE２２０６０３６
１１C後半～１２C前半複数分あると思われる細片歯破片ウシ哺乳類SE２２０６０３７
１２C中～後半大きさ　イヌ・ネコ大なしなし未骨化内側のみ　　脛骨０ r 大腿骨哺乳類SE２２７５０３８
１２C中～後半なし外面にあり骨化済み外側のみ近位部右橈骨？　不明哺乳類SE２２７５０３９
１２C中～後半なしなしM１歯冠高３．７９cmP３～M１右上顎歯ウマ哺乳類SE２２７５０４０
１２C中～後半なしなしM１歯冠高３．２５cmP２～M１とその周辺骨左上顎歯ウマ哺乳類SE２２７５０４１
１２C中～後半なしなし骨化済み遠位部右距骨シカ哺乳類SE２２７５０４２

細工痕跡なし　遺存不良なし大型下顎牙イノシシ哺乳類掘方SE２３０６０４３
遺存不良残存長５．７cm　上顎歯ウマ哺乳類掘方SE２３０６０４４

１３C前半端部骨髄長骨哺乳類SE２４０１０４５
１３C前半遺存悪い歯冠高４．２５cm１本下顎歯ウマ哺乳類SE２４０１０４６
１３C前半M３？残存歯冠高７．１２cm　短い物でも６ cm以上なしなし若？P４～M３か４本右上顎歯ウマ哺乳類SE２４０１０４７
１３C前半なしなし未骨化近位端関節面か上腕骨ウマ哺乳類SE２４０１０４８
１３C前半なし咬耗なし１本切歯ウマ哺乳類SE２４０１０４９
１３C前半遺存悪い　I １残存歯冠高４．７４cmなしなしI １と I ２下顎　２本右切歯ウマ哺乳類SE２４０１０５０
１３C前半なしなし不明幹部小片のみ長骨ウマ哺乳類SE２４０１０５１
１３C前半不明なし骨化済み遠位端右脛骨ウマ哺乳類SE２４０１０５２
１３C前半歯根近くまで咬耗している　若獣乳歯か歯ウマ？哺乳類SE２４０１０５３
１３C前半なしなし不明小片肋骨ウマ？哺乳類SE２４０１０５４
１３C前半遺存悪い　表面剥落　近端前側未骨化なしなし近端骨化済み近位端右脛骨ウマ哺乳類B－１SE２４０１０５５
１３C前半不明不明骨化済み寛骨臼後半から坐骨前半右寛骨ウマ？哺乳類B－１０（１）SE２４０１０５６
１３C前半不明不明骨化済み寛骨臼周辺のみ左寛骨ウマ？哺乳類B－１０（１）SE２４０１０５７
１３C前半遺存不良なし不明腸骨左寛骨ウマ哺乳類B－１０（２）SE２４０１０５８
１３C前半未洗い不明不明不明中央部肋骨ウマ哺乳類B－１００SE２４０１０５９
１３C前半イヌ咬痕かなし不明肋骨小片ウマ哺乳類B－１０１SE２４０１０６０
１３C前半なしなし不明中央部肋骨ウマ哺乳類B－１０２SE２４０１０６１
１３C前半イヌの咬痕？なし切痕？不明遠位端左肋骨片ウマ？哺乳類B－１０３SE２４０１０６２
１３C前半なし不明肋骨小片か哺乳類B－１０４SE２４０１０６３
１３C前半イヌ咬痕かなしなし不明肋骨ウマ哺乳類B－１０５SE２４０１０６４
１３C前半なしなし遠位部肋骨ウマ哺乳類B－１０６SE２４０１０６５
１３C前半なしなし不明遠位部右肋骨片ウマ哺乳類B－１０６SE２４０１０６６
１３C前半小片哺乳類？B－１０７SE２４０１０６７
１３C前半イヌの咬痕？なしなし不明遠位部肋骨片ウマ哺乳類B－１０８SE２４０１０６８
１３C前半　不明B－１０９SE２４０１０６９
１３C前半P３　６．７１cm、P４　７．３、M１　７．３７、M２　７．４cm　

P～M全部あり
不明なし若獣P２～M３部分右下顎ウマ哺乳類B－１１SE２４０１０７０

１３C前半P２　５．２８cm、P３　６．６７cm、P４　７．４１cm、
M２　７．４４cm　M３　６．６５cm　PからＭ全部あり

不明なし下顎歯～下顎角まで　先
端欠損

左下顎ウマ哺乳類B－１１SE２４０１０７１

１３C前半I ３咬耗なし若獣I １～ I ３切歯左下顎ウマ哺乳類B－１１SE２４０１０７２
１３C前半遺存悪いなしなし細片一部頭蓋骨含む下顎　ウマ哺乳類B－１１SE２４０１０７３
１３C前半幅１．４６cmなしあり不明遠位端肋骨小片ウマ哺乳類B－１１１SE２４０１０７４
１３C前半小片なしなし不明肋骨？　哺乳類B－１１２SE２４０１０７５
１３C前半なしなし不明中央？肋骨ウマ哺乳類B－１１３SE２４０１０７６
１３C前半なし細かな切痕　遠位側肋骨ウマ哺乳類B－１１４SE２４０１０７７
１３C前半イヌの咬痕らしき傷ありなしなし遠位側が肋骨片ウシ・ウマ哺乳類B－１１５SE２４０１０７８
１３C前半イヌの咬痕？なしなし不明遠位側肋骨片ウマ哺乳類B－１１６SE２４０１０７９
１３C前半咬耗ほとんどなしI ３右下顎歯ウマ哺乳類B－１２SE２４０１０８０
１３C前半L＝２．８２cm、B＝２．５９cm不明不明歯冠高５．９６cmP３～M２のどれか右上顎歯ウマ哺乳類B－１２SE２４０１０８１
１３C前半L＝３．４cm、B＝２．２９cm不明不明歯冠高５．９１cmP２右上顎歯ウマ哺乳類B－１２SE２４０１０８２
１３C前半不明不明下顎角下顎ウマ哺乳類B－１２SE２４０１０８３
１３C前半不明なし外面のみ関節突起左下顎ウマ哺乳類B－１２SE２４０１０８４
１３C前半不明なし不明近位端欠損下顎枝左下顎ウマ哺乳類B－１２SE２４０１０８５
１３C前半遺存不良不明不明不明後頭顆周辺後頭骨ウマ哺乳類B－１２SE２４０１０８６
１３C前半L＝２．５３cm、B＝２．４９cm不明不明歯冠高５．５８cmP４左上顎歯ウマ哺乳類B－１２SE２４０１０８７
１３C前半L＝２．７８cm、B＝２．６３cm不明歯冠高５．８９cmM２左上顎歯ウマ哺乳類B－１２SE２４０１０８８
１３C前半L＝３．４３cm、B＝２．３３cm不明なし歯冠高５．９３cm周辺上顎骨P２左上顎歯ウマ哺乳類B－１２SE２４０１０８９
１３C前半L＝２．６３cm、B＝２．４７cm不明不明歯冠高７．０１cmP３左上顎歯ウマ哺乳類B－１２SE２４０１０９０
１３C前半歯冠高７．２cmM３　左上顎歯ウマ哺乳類B－１２SE２４０１０９１
１３C前半L＝２．８１cm、B＝２．６７cm不明なし歯冠高５．８９cmM１　左上顎歯ウマ哺乳類B－１２SE２４０１０９２
１３C前半遺存不良左手根骨ウマ哺乳類B－１２SE２４０１０９３
１３C前半遺存不良不明不明頬部左上顎ウマ哺乳類B－１２SE２４０１０９４
１３C前半I ３咬耗少ない歯根欠損右 I １・左 I １～ I ３上顎切歯ウマ哺乳類B－１２SE２４０１０９５
１３C前半遺存不良骨化済み近位端のみ左中手骨ウマ哺乳類B－１２SE２４０１０９６
１３C前半遺存不良小片多数頭蓋・下顎ウマ哺乳類B－１２SE２４０１０９７
１３C前半遺存不良不明不明中央部右肩甲骨ウマ哺乳類B－１３SE２４０１０９８
１３C前半遺存不良不明不明後側遠位端左肩甲骨ウマ哺乳類B－１３SE２４０１０９９
１３C前半細片化不明不明骨化済み２個は近端欠損近位部のみ　４本右肋骨片ウマ哺乳類B－１３SE２４０１１００
１３C前半遺存悪い椎体３～４個分椎骨ウマ哺乳類B－１４SE２４０１１０１
１３C前半関節は連結１個、他はズレ、一カ所は９０度ズレ不明不明約半数未骨化椎体４～５個分椎骨ウマ哺乳類B－１５SE２４０１１０２
１３C前半なしなし不明小片肩甲棘根本部肩甲骨ウマ哺乳類B－１６SE２４０１１０３
１３C前半椎頭は半分骨化済み　現生資料よりGL短い　幅はほぼ同

じ
なしなし椎窩ほとんど未骨化椎体のみ（１個のみ椎

弓・棘突起一部残）
椎骨　７個分ウマ哺乳類B－１６SE２４０１１０４

１３C前半骨小片ウマ？哺乳類B－１７SE２４０１１０５
１３C前半出土時は関節が分離、かなりズレていた不明不明不明椎体　５個分椎骨ウマ哺乳類B－１８SE２４０１１０６
１３C前半遺存不良なし椎頭窩未骨化椎体のみ　２個体分仙骨ウマ哺乳類B－１９SE２４０１１０７
１３C前半遺存不良なし椎頭窩未骨化多い肋骨少量椎体椎骨　４個体ウマ哺乳類B－１９SE２４０１１０８
１３C前半細片化なしなし不明幹部のみ長骨ウマ？哺乳類B－１北SE２４０１１０９
１３C前半Dc４．６１cmなしなし骨化済み近位部右大腿骨ウマ哺乳類B－２SE２４０１１１０
１３C前半細片化　計測不能なしなし骨化済み遠位端右大腿骨ウマ哺乳類B－２SE２４０１１１１
１３C前半遺存不良なしなし椎頭窩未骨化一部仙骨ウマ？哺乳類B－２０SE２４０１１１２
１３C前半遺存不良尾椎小片椎骨ウマ哺乳類B－２１SE２４０１１１３
１３C前半仙骨は各椎が分離　遺存不良腰椎骨化済み仙骨一部腰椎１個椎骨ウマ哺乳類B－２１SE２４０１１１４
１３C前半椎窩未骨化尾椎椎骨ウマ哺乳類B－２１SE２４０１１１５
１３C前半細片化なしなし不明中央部肋骨片ウマ哺乳類B－２２SE２４０１１１６
１３C前半細片化なしなし不明中央部肋骨片ウマ哺乳類B－２３SE２４０１１１７
１３C前半細片化なしなし不明中央部右？肋骨ウマ哺乳類B－２４SE２４０１１１８
１３C前半細片化なしなし不明中央部肋骨片ウマ哺乳類B－２５SE２４０１１１９
１３C前半細片化なしなし不明中央部左肋骨片ウマ哺乳類B－２７SE２４０１１２０
１３C前半遺存悪い　なし切痕か咬痕か不明不明近位端欠損近位部のみ左肋骨ウマ？哺乳類B－２８SE２４０１１２１
１３C前半なしなし椎頭窩未骨化椎体のみＶＬ６？腰椎ウマ哺乳類B－２９①SE２４０１１２２
１３C前半なしなし済み仙骨翼？右仙骨ウマ？哺乳類B－２９②SE２４０１１２３
１３C前半表面剥落　遺存不良なしなし骨化済み左距骨ウマ哺乳類B－３SE２４０１１２４
１３C前半遺存不良なしなし骨化済み表面剥落遠位端欠損左踵骨ウマ哺乳類B－３SE２４０１１２５
１３C前半切痕は新しい可能性有りなし不明椎頭窩未骨化椎体と棘突起根元VSの４か５仙骨ウマ？哺乳類B－３０SE２４０１１２６
１３C前半切痕は新しい可能性有りなし一部刃物による切断椎頭窩未骨化椎体と椎弓板の一部VSの４か５？仙骨？ウマ？哺乳類B－３１①SE２４０１１２７
１３C前半不明不明椎窩未骨化椎窩関節板仙骨？ウマ？哺乳類B－３１②SE２４０１１２８
１３C前半細片化不明なし不明幹部のみ橈骨？ウマ哺乳類B－３２SE２４０１１２９
１３C前半なしなし不明近位端欠損近位部右？肋骨ウマ？哺乳類B－３３SE２４０１１３０
１３C前半残存長６．３cm、幅１．９cmなしなし不明近位端欠損近位部肋骨ウマ哺乳類B－３４SE２４０１１３１
１３C前半残存長１０．５cm、幅２ cmなしなし不明幹部肋骨ウマ哺乳類B－３５SE２４０１１３２
１３C前半なしなし不明遠位部肋骨ウマ哺乳類B－３６SE２４０１１３３
１３C前半不明なし不明近位部小片肋骨ウマ哺乳類B－３７SE２４０１１３４
１３C前半なしなし骨化済み遠位部左上腕骨ウマ哺乳類B－３９SE２４０１１３５
１３C前半なしなし骨化済み近位部左橈骨ウマ哺乳類B－３９SE２４０１１３６
１３C前半表面遺存不良不明不明骨化済み近位部指骨（基節骨）ウマ哺乳類B－４SE２４０１１３７
１３C前半５個程なしなし骨化済み右手根骨ウマ哺乳類B－４０SE２４０１１３８
１３C前半右中手骨ウマ哺乳類B－４０SE２４０１１３９
１３C前半０２２に付くなしあり骨化済みMcⅡ左中手骨ウマ哺乳類B－４０SE２４０１１４０
１３C前半遠位部２つに破損なしなし骨化済み左？中手骨ウマ哺乳類B－４０SE２４０１１４１
１３C前半なしなし骨化済み　手根骨ウマ哺乳類B－４１SE２４０１１４２
１３C前半なしなし骨化済み手根骨ウマ哺乳類B－４１SE２４０１１４３
１３C前半なしなし骨化済み完形右手根骨ウマ哺乳類B－４１SE２４０１１４４
１３C前半遺存不良不明ウマ哺乳類B－４２SE２４０１１４５
１３C前半なしなし未骨化関節臼のみ近位端小片大腿骨ウマ哺乳類B－４３SE２４０１１４６
１３C前半遺存不良不明あり不明幹部小片肋骨ウマ哺乳類B－４３SE２４０１１４７
１３C前半極小片不明不明不明肋骨片ウマ？哺乳類B－４４SE２４０１１４８
１３C前半筋肉粗面の発達弱いなしあり骨化済み　一部未骨化腸骨一部欠損恥骨後枝欠損左寛骨ウマ哺乳類B－４５SE２４０１１４９
１３C前半なしなし不明近位部小片右？肋骨ウマ？哺乳類B－４６SE２４０１１５０
１３C前半幅１．４４cmなしなし不明遠位部小片肋骨ウマ？哺乳類B－４７SE２４０１１５１
１３C前半なしなし不明遠位部？小片肋骨ウマ？哺乳類B－４８SE２４０１１５２
１３C前半なしなし小片肋骨ウマ哺乳類B－４９SE２４０１１５３
１３C前半なしなし不明破片４点手・足根骨ウマ哺乳類B－５SE２４０１１５４
１３C前半なし幹部長骨ウマ？哺乳類B－５SE２４０１１５５
１３C前半なしなし骨化済み遠位部右肩甲骨ウマ哺乳類B－５０SE２４０１１５６
１３C前半なしなし遠位部小片肋骨ウマ？哺乳類B－５１SE２４０１１５７
１３C前半なしなし不明小片肋骨ウマ？哺乳類B－５２SE２４０１１５８
１３C前半幅１．７６cmなしなし不明中央部小片肋骨ウマ？哺乳類B－５３SE２４０１１５９
１３C前半なしなし小片肋骨ウマ哺乳類B－５４SE２４０１１６０

Tab.1　出土動物骨一覧
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１３C前半なしなし不明小片肋骨ウマ哺乳類B－５５SE２４０１１６１
１３C前半なしなし小片肋骨ウマ？哺乳類B－５６SE２４０１１６２
１３C前半なしなし不明小片肋骨ウマ哺乳類B－５７SE２４０１１６３
１３C前半なしなし骨化済みMt Ⅱ中足骨ウマ哺乳類B－５８SE２４０１１６４
１３C前半なしなし肋骨片ウマ哺乳類B－５９SE２４０１１６５
１３C前半幅１．５６　イヌ咬痕ありなしなし中央部小片肋骨ウマ？哺乳類B－５９SE２４０１１６６
１３C前半Ⅱ・Ⅳ未骨化　犬咬痕破片に切痕あるが本

体と接合しない
遠位端骨化済み遠位部右中足骨ウマ哺乳類B－６SE２４０１１６７

１３C前半なしなし不明近位側肋骨片ウマ哺乳類B－６１SE２４０１１６８
１３C前半なしなし椎頭骨化済み椎弓板あり椎体後半欠損胸椎ウマ哺乳類B－６２SE２４０１１６９
１３C前半なしなし不明中央部左？肋骨片ウマ哺乳類B－６３SE２４０１１７０
１３C前半なし細かな切痕あり不明中央部右肋骨片ウマ哺乳類B－６４SE２４０１１７１
１３C前半なしなし不明左肋骨片ウマ哺乳類B－６５SE２４０１１７２
１３C前半SD３．３２cmなし近位側に集中近端未骨化　遠端済み遠位外側顆欠損近位関節面欠損左大腿骨ウマ哺乳類B－６６SE２４０１１７３
１３C前半なしなし不明遠位部側肋骨片ウマ哺乳類B－６７SE２４０１１７４
１３C前半なしなし不明遠位端肋骨片ウマ哺乳類B－６８SE２４０１１７５
１３C前半なしなし椎頭窩未骨化椎体のみ尾椎椎骨ウマ哺乳類B－６９SE２４０１１７６
１３C前半遺存悪い骨化済み近位部基節骨右指骨ウマ哺乳類B－７SE２４０１１７７
１３C前半なし切痕？不明遠位端肋骨片ウマ？哺乳類B－７０SE２４０１１７８
１３C前半なしなし不明肋骨片ウマ？哺乳類B－７１SE２４０１１７９
１３C前半なしなし不明遠位側か？肋骨片ウマ？哺乳類B－７２SE２４０１１８０
１３C前半なしなし不明肋骨片ウマ哺乳類B－７４SE２４０１１８１
１３C前半ウマにしては細いなしなし不明中央部肋骨片ウマ？哺乳類B－７４SE２４０１１８２
１３C前半不明　なし不明中央部肋骨片ウマ哺乳類B－７６SE２４０１１８３
１３C前半細いなし内面にあり不明中央部肋骨ウマ？哺乳類B－７７SE２４０１１８４
１３C前半なしなし不明中央部肋骨小片ウマ哺乳類B－７９SE２４０１１８５
１３C前半遺存悪く細片化不明不明骨化済み遠位部中手・中足骨ウマ哺乳類B－８SE２４０１１８６
１３C前半なしなし不明中央部肋骨小片ウマ哺乳類B－８０SE２４０１１８７
１３C前半なしなし不明中央部肋骨ウマ？哺乳類B－８１SE２４０１１８８
１３C前半なしなし不明中央部肋骨片ウマ？哺乳類B－８３SE２４０１１８９
１３C前半不明なし近端未骨化一部欠損右尺骨ウマ哺乳類B－８４SE２４０１１９０
１３C前半なしなし肋骨片ウマ哺乳類B－８４SE２４０１１９１
１３C前半なしなし肋骨片ウマ哺乳類B－８４SE２４０１１９２
１３C前半なしなし不明中央部肋骨小片ウマ哺乳類B－８５SE２４０１１９３
１３C前半なしなし骨化まもない大転子一部欠損近位端のみ右大腿骨ウマ哺乳類B－８７SE２４０１１９４
１３C前半Bp７．１６cm、Bd６．０５cmなし細かな切痕骨化済み遠位側細片化右橈骨ウマ哺乳類B－８７SE２４０１１９５
１３C前半Bd約６．７cmなしあり　遠端にナタ痕遠端骨化済み　近端未

骨化
近位部一部欠損右上腕骨ウマ哺乳類B－８８SE２４０１１９６

１３C前半なしなし不明中央部分肋骨片ウマ？哺乳類B－８８SE２４０１１９７
１３C前半ウマにしては表面凹凸少ないなしなし不明中央部肋骨片ウマ？哺乳類B－８９SE２４０１１９８
１３C前半中型動物哺乳類B－９SE２４０１１９９
１３C前半径１．５cm　長さ２．３cmなしなし椎頭窩未骨化尾椎椎骨ウマ？哺乳類B－９２SE２４０１２００
１３C前半なしなし不明中央部肋骨片ウマ？哺乳類B－９３SE２４０１２０１
１３C前半切痕と言うより引っ掻いた感じなし内面にあり不明遠位部右肋骨ウマ哺乳類B－９４SE２４０１２０２
１３C前半軟骨部分か不明不明不明肋骨？ウマ哺乳類B－９５SE２４０１２０３
１３C前半イヌ咬痕？なしなし不明肋骨片ウマ哺乳類B－９６SE２４０１２０４

幅１．７４cmなし有り不明中央部右肋骨ウマ哺乳類B－９７SE２４０１２０５
１３C前半イヌ咬痕？なしなし不明肋骨小片ウマ哺乳類B－９８SE２４０１２０６
１３C前半径１．５cm　スポンジ状哺乳類？B－９８SE２４０１２０７
１３C前半　なしあり不明肋骨小片ウマ哺乳類B－９９SE２４０１２０８
１３C前半エナメル質細片化不明残存歯冠高８．３cmM１～M３のどれか左上顎歯ウシ哺乳類掘方最下層SE２４０１２０９
１３C前半径７ cm　スポンジ状哺乳類最下層SE２４０１２１０
１３C前半肋骨片？哺乳類最下層SE２４０１２１１
１２C中～後半細片化近位部中手・足骨イヌ？哺乳類掘方SE３００５２１２
１２C中～後半イヌ咬痕あり長骨小片イノシシ・シカ哺乳類掘方SE３００５２１３
１２C中～後半歯冠高４．８６cmP３～M２のいずれか右上顎歯　１本ウマ哺乳類掘方SE３００５２１４
１１C後半～１２C前半小動物　大きさはイタチ程度中央部肋骨哺乳類SE３１０４２１５
１１C後半～１２C前半不明なし左前上顎骨マダイ魚類SE３２０３２１６
１１C後半～１２C前半なしなし不明幹部小片長骨哺乳類SE３２０３２１７
１１C後半～１２C前半不明前面に解体痕骨化済み両端欠損左踵骨シカ哺乳類SE３２０３２１８
１３C前半～後半白色化？なし先端欠損第１血管間棘マダイ魚類SK１００２２１９
１３C前半～後半ネコ大でテンに似ている黒色化なし骨化済み外側顆欠損遠位端右大腿骨ネコ・テン？哺乳類SK１００２２２０
１３C前半～後半小片哺乳類SK１００３２２１
１３C前半～後半エナメル質片上顎歯ウシ哺乳類SK１００３２２２
１３C前半～後半細片哺乳類NO．１１SK１００３２２３
１３C前半～後半ネズミ？の咬痕あり　かなり小型　なしあり骨化済み近位部左中足骨ウシ哺乳類NO．０１SK１００３２２４
１３C前半～後半ネズミ？引っ掻き痕ありなし骨化済み一部側面欠損距骨シカ哺乳類NO．０１SK１００３２２５
１３C前半～後半細片なしあり骨化済み遠位部中手・中足骨ウシ哺乳類NO．０２SK１００３２２６
１３C前半～後半不明不明骨化済み右半分近位部指骨（基節骨）哺乳類NO．０５SK１００３２２７
１３C前半～後半NO．０６SK１００３２２８
１３C前半～後半遺存悪い幹部のみ長骨小片哺乳類NO．０７SK１００３２２９
１３C前半～後半長骨細片哺乳類NO．０９SK１００３２３０
１３C前半～後半なし長骨小片哺乳類NO．１０SK１００３２３１
１３C前半～後半イヌの咬痕ありNO．１２SK１００３２３２
１３C前半～後半タヌキ大なしなし未骨化後側のみ近位部上腕骨哺乳類SK１００９２３３
１３C前半～後半GL３．８９cm、００９と同一個体なし上面中央部骨化済みほぼ完形右距骨シカ哺乳類SK１００９２３４
１３C前半～後半前面に細かなカットマーク　割れ口スパイラルなしあり骨化済み近位端欠損近位部右？大腿骨？シカ哺乳類SK１００９２３５
１３C前半～後半Ｂｄ　２．７９cmなしなし骨化済み近位側欠損右中手骨シカ哺乳類SK１００９２３６
１３C前半～後半なしなし骨化済み遠位端欠損遠位部のみ右？中足骨シカ哺乳類SK１００９２３７
１３C前半～後半遺存不良　未洗いなしあり不明近位端欠損近位部右？脛骨シカ哺乳類SK１００９２３８
１３C前半～後半なし外面側骨化済み遠位端欠損近端欠損右踵骨シカ哺乳類SK１００９２３９
１３C前半～後半GL７．４２cm、GB２．２６cmなし近位外面にあり骨化済み　完形右踵骨シカ哺乳類SK１００９２４０
１３C前半～後半中～大型動物　細片化長骨片哺乳類下層黒色土SK１０１２２４１
１３C前半～後半なしなし骨化済み近位部右尺骨イノシシ哺乳類　SK１０１４２４２
１３C前半～後半細片化なしなし不明遠端関節欠損遠位部左？上腕骨ウシ・ウマ哺乳類SK１０１７２４３
１３C前半～後半複数本混在しているなしあり不明細片化長骨哺乳類SK１０２５２４４
１３C前半～後半担当者所見は人骨小片哺乳類SK１０２８２４５
１３C前半～後半ウシ・ウマ大型獣なしあり不明幹部のみ長骨哺乳類SK１０２８２４６
１３C前半～後半細片なしなし不明上顎歯ウシ哺乳類SK１０３０２４７
１３C前半～後半ネズミ咬痕不明あり不明細片遠位端上腕骨哺乳類下層SK１１０２２４８
１３C前半～後半M１　L＝２．０３cm不明不明咬耗進んでいる下顎枝欠損右下顎イヌ哺乳類SK１２０１２４９
１３C前半～後半GLC　１４．１４cmなしあり骨化済み大転子欠損左上腕骨イヌ哺乳類SK１２０１２５０
１３C前半～後半なしなし骨化済み一部欠損手足根骨ウシ・ウマ哺乳類SK１２０１２５１
１３C前半～後半遠端にイヌ咬痕なしあり骨化済み遠位部右上腕骨ウマ哺乳類NO３SK１２０１２５２

遺存悪い　イヌ咬痕なしなし骨化済み遠位部右中足骨ウマ哺乳類NO１SK１２０１２５３
１３C前半～後半Bd　６．８７cm　イヌ咬痕ありなしあり骨化済み遠位端僅かに欠く近位端欠損右脛骨ウマ哺乳類NO１４SK１２０１２５４
１３C前半～後半細片化しつつある　やや小型か不明不明骨化済み幹部のみ両端欠損右上腕骨？ウマ哺乳類NO１５SK１２０１２５５
１３C前半～後半細片？NO２SK１２０１２５６
１３C前半～後半？NO６SK１２０１２５７
１３C前半～後半なしなし不明幹部のみ長骨哺乳類NO７SK１２０１２５８
１３C前半～後半骨片長骨ウシ・ウマ哺乳類NO９SK１２０１２５９
１３C前半～後半歯冠高１．１４cm　１００と同一個体か？歯　小片ウシ・ウマ哺乳類SK１２０２２６０
１３C前半～後半小型　歯冠高２．５cm乳歯？細片化歯ウマ哺乳類SK１２０２２６１
１３C前半～後半遺存長　９．５cm　遺存不良もろい殻　（深い方）マガキ貝類SK１２１４２６２
１３C前半～後半中～大型種腹足類SK１２１４２６３
１３C前半～後半なし細かな切痕有り骨化済み内側関節面欠損近位部右脛骨ウシ哺乳類SK１２１４２６４
１３C前半～後半全体にナタ痕と細かな切痕なしあり骨化済み遠位端右脛骨ウシ哺乳類SK１２１４２６５
１３C前半～後半なし不明左右一体後関節突起頸椎ウシ・ウマ哺乳類SK１２１４２６６
１３C前半～後半なしあり未骨化前半部欠損遠位端左大腿骨ウシ？哺乳類SK１２１４２６７
１３C前半～後半内面側にイヌの咬痕らしきものあり不明内面にあり骨化済み遠位端右肩甲骨ウマ哺乳類SK１２１４２６８
１３C前半～後半左 P１～ P３　右 P２？上顎？切歯ウマ哺乳類SK１２１４２６９
１３C前半～後半前面に無数の切痕　イヌ咬痕なしあり骨化済み近位部左中手骨ウマ哺乳類SK１２１４２７０
１３C前半～後半左右一対　イヌ咬痕かなしなし不明後頭顆頭蓋骨ウマ哺乳類SK１２１４２７１
１３C前半～後半なし新しい骨化済み後関節突起椎体後半頸椎ウマ？哺乳類SK１２１４２７２
１３C前半～後半不明遠位端外面骨化済み遠位部左脛骨シカ哺乳類SK１２１４２７３
１３C前半～後半イヌ咬痕不明全体に細かな切痕近端未骨化　幼獣　遠位部欠損右脛骨不明哺乳類SK１２１４２７４

遺存不良歯冠高約５．３cmP４かM１右下顎歯　１本ウマ哺乳類　SK１２１４２７５
１２C中～後半鋸で蒲鉾状に切断　骨角器原料か白色化不明角片シカ哺乳類SK２００２２７６
１２C中～後半細片化上顎歯ウシ哺乳類SK２０５１２７７
１２C中～後半ややスパイラルなしなし不明幹部小片長骨哺乳類SK２０５４２７８
１１C後半～１２C前半不明なしスッポン？爬虫類SK２０５４２７９
１２C中～後半Bd３．２９cm　Dd３．３８cmなしなし骨化済み遠位部右脛骨イノシシ哺乳類SK２０５６２８０
１２C中～後半GL６．３４cm　Bd３．９８cmなしなし骨化済みほぼ完形左距骨ウシ哺乳類SK２０５６２８１
１２C中～後半足根骨ウシ哺乳類SK２０５６２８２
１２C中～後半足根骨ウシ哺乳類SK２０５６２８３
１２C中～後半遠位部は調査時に切断なしなし骨化済み近位部左足根骨ウシ哺乳類SK２０５６２８４
１２C中～後半近位部にイヌの咬痕なしなし骨化済み近位部左中手骨ウシ哺乳類SK２０５６２８５
１２C中～後半Bd５．６cmなしなし骨化済み近位端欠損左脛骨ウシ哺乳類SK２０５６２８６
１２C中～後半なしなし骨化済み両端欠損左踵骨ウシ哺乳類SK２０５６２８７
１２C中～後半僅かに真珠光沢がみられる殻内側小片アワビ・カキ貝類SK２１０３２８８
１２C中～後半M２歯冠高４．４５cm、M３は５．２９cm　下顎骨は細片化なしありM２・M３と周辺下顎骨

体
右下顎ウシ哺乳類SK２１２６２８９

１２C中～後半歯冠高約３．３cm１～２本分細片上顎歯ウシ哺乳類SK２１２６２９０
１２C中～後半　小片哺乳類NO２SK２１３８２９１
１２C中～後半遺存悪い不明不明骨化済み前方部欠損近位部右？脛骨イノシシ・シカ哺乳類NO４SK２１３８２９２
１２C中～後半遺存悪い不明不明骨化済み遠位端のみ左上腕骨シカ？哺乳類NO４SK２１３８２９３
１２C中～後半なしなし骨化済み距骨滑車欠損左距骨シカ哺乳類NO５SK２１３８２９４
１２C中～後半細片化なしなし骨化済み遠位端関節部中手・中足骨ウシ哺乳類NO６SK２１３８２９５
１２C中～後半細片化歯と上顎一部哺乳類SK２３１２２９６
１２C中～後半なしなし骨化済み椎体の１／３のみ椎骨イルカ・クジラ類哺乳類SK２３１９２９７
１２C中～後半小型　乳歯か？　歯冠高１．８３cm若獣？１本右上顎歯　ウマ哺乳類３区側SK２３１９２９８
１２C中～後半歯冠高２．０４cm老獣右上顎歯ウマ哺乳類SK２４０２２９９
１２C中～後半不明あり骨化済み細片化遠位側脛骨イノシシ・シカ哺乳類SK２４０６３００
１２C中～後半GLC　２４．８cmなしあり骨化済み遠位端欠損大・小結節欠損右上腕骨ウマ哺乳類SK２４１０３０１
１１C後半～１２C前半イヌ咬痕？ありなし関節周辺に集中骨化済み外側上顆欠損遠位部右上腕骨シカ哺乳類SK３０４４３０２
１１C後半～１２C前半イヌ？咬耗有り　不明細片化長骨哺乳類SK３１０２３０３
１１C後半～１２C前半遺存不良細片化長骨イノシシ・シカ？哺乳類SK３２０２３０４
１１C後半～１２C前半歯冠高３．７４cmP３～M２のどれか左下顎歯ウマ哺乳類SK３２０２３０５
１１C後半～１２C前半歯冠高２．４cmP３～M２のどれか左下顎歯ウマ哺乳類SK３２０２３０６
１１C後半～１２C前半３～４本分細片歯ウマ哺乳類SK３２０２３０７
１１C後半～１２C前半歯冠高５．２cmP３～M２のどれか右？上顎歯ウマ哺乳類SK３２０２３０８
不明GL２．１４cmと小型灰色化上下面にあり骨化済み完形指骨（基節骨）イノシシ哺乳類１層SK４０１４３０９
不明灰色化なし骨化済み一部中手足骨イノシシ・シカ哺乳類１層SK４０１４３１０
古墳～古代？外周エナメル質細片化成獣中央エナメル質右下顎歯ウマ哺乳類SK４１０７３１１
１１C～１２C表面剥落不明不明不明両端欠損右大腿骨ウシ哺乳類SX３２０５３１２
１１C～１２C表面遺存不良　ネズミ？ひっかき傷なしなし不明両端欠損左大腿骨ウシ哺乳類SX３２０５３１３
１１C～１２C表面遺存不良　ネズミ？ひっかき傷なしなし不明両端欠損右脛骨ウシ哺乳類SX３２０５３１４
１１C～１２C表面遺存不良　ネズミ？ひっかき傷なしなし不明両端欠損左脛骨ウシ哺乳類SX３２０５３１５

表面遺存悪いなし不明骨化済み遠位部上腕骨哺乳類ラベル無し３１６
なしあり（多い）骨化済み遠位部左上腕骨イノシシ哺乳類ラベル無し３１７
不明なし骨化済み表面剥離一部欠損左距骨シカ哺乳類ラベル無し３１８

腹甲板スッポン爬虫類不明３１９
腹甲板スッポン爬虫類不明３２０

細片化なしなし不明腹甲板スッポン爬虫類不明３２１

Title:hakata106-p35-54 Page:49  Date: 2006/03/22 Wed 10:26:21



－　50　－

Fig.１２７　古墳時代鉄器・鉄関連遺物実測図１（１ /２）
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SK －１２０１（Fig．１２０）隅丸方形に近い平面形で、床面は平坦で壁は緩く開く。遺構内から大型動物

の骨が出土しており、廃棄土坑であった可能性が高い。

出土遺物（Fig．１２１）１は青磁皿で、内面に線画で花文を描く。底部以外は施釉され、釉は明緑色

透明で厚い。２は青磁碗で、見込みの釉を輪状にかき取る。釉は薄緑色透明。３は瓦器椀。外面は横ナ

デ後部分的な横ミガキ、内面は横ミガキ。４は青磁四耳壺。釉は灰緑色で不透明。５は白磁壺。高台内

側に文字不明の墨書が書かれる。釉は白色不透明でガラス質。

SK －１２０３（Fig．１２２）隅丸方形の土坑で、床面は平坦で壁は緩く立ち上がる。土坑形状が非常に

Fig.１２８　古墳時代鉄器・鉄関連遺物実測図１（６２～８４・８６～９２：１ /２，８５・９３～９９：１ /３）
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整っており、方形竪穴土坑か土壙墓

に類するものとみられる。

出土遺物（Fig．１２３）１は土師器皿。

底部は糸切りで、体部は低く立ち上

がり、全体に扁平である。２は土師

器坏。底部は糸切りで、体部はやや

内湾する。全体に器壁が厚い。３は

青磁小碗。内面に片彫りで流雲文を

描く。釉は緑色透明。４は青磁碗底

部。見込み底部に箆描きで十字文を

施文している。破片は周囲を打ち欠いて丁寧に整形しており、文様を意識して打ち欠いたとみられる。

瓦玉と同様の用途をもつものだろうか。５は白磁碗。高台は高く、口縁は短く外反する。内面に櫛描

文を施文する。釉は薄緑色透明で厚さにムラがある。

（５）包含層出土遺物（Fig．１２４・１２５）

　各遺構から出土した遺物以外に、包含層切り下げ時に多量の遺物が検出されている。以下ではその

中から特筆すべき遺物を選んで報告する。１～６は滑石製品。１・２は小杯が２つ連結した形で、１は

使用が進んだためか底が薄くなり一部穴が開いている。３は紡錘車。表面に擦痕が残り、全体に歪な

形である。４は用途不明滑石製品。本来は板状だったとみられ、小孔が開いている。５・６は石鍋。５

は取手が２ヶ所ついており、外面には煤が付着する。６は口縁下に突帯を削り出す。

　７・８は青磁皿。いずれも内面に櫛描文を施文し、８は片彫りも施文する。１１・１２は白磁碗。１１は

高台が高く、口縁が短く外反するもの。釉は乳白色不透明。１３は白磁皿。見込みの釉を輪状にかき取

り、内面に段をもつ。９・１０は青磁碗。９は体部が丸く、内面に片彫りと櫛描文を施文する。釉は明緑

色透明で厚い。１０は内面に片彫りで蓮花文を描く。釉は青緑色透明で厚い。１２もほぼ同形でやや扁平。

釉は薄灰色透明。

（６）その他の遺構・遺物

１）動物遺存体（Fig．１２６　Tab．１・２　図版１３・１４）

　動物遺存体の同定には比較資料として独立行政法人奈良文化財研究所の松井章氏所蔵の現生標本を
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Fig.１２９　玉・ガラス・銅製品実測図　（１ /２）

Tab.２　出土ガラス製品・玉製品一覧
備考重量孔径厚さ径分類分析所見観察所見色調形状材質出土位置

弥生～古墳後期に
盛行するガラス。

０．３６６６．４６．９カリガラスNa無、Al 低、K＞ Ca、Mn強＞ Fe内部には孔の長軸に平行な気泡筋が多数並
ぶ。表面は多数の円形蝕像に覆われている。
小口は一方が平坦、もう一方はやや丸みを
帯びる。

青紺小玉ガラス１区４面上包含層

１

弥生～古墳後期に
盛行するガラス。

０．２５１４．２７カリガラス赤色粒子部分では Feが顕著。やや歪な形状。微細な気泡が多量に充満し
ている。気泡は孔の長軸に平行して引き延
ばされたり並んでいる。大きな気泡の破裂
した孔に顔料と見られる赤色の粒子が残存。

淡青小玉ガラスSK－４１０３

２

中世のガラス０．４５．８６．３５カリウム鉛ガラス？Si、Pb が顕著、K＜ Ca、Al 明瞭、
Fe、Cu弱

孔の内部や小口付近に同心円状の蝕像が見
られる部分有り。

青（半透明）小玉ガラスSE－２３０１（掘方）３

中世のガラス０．２２１３．８５５．９５カリウム鉛ガラスSi、Pb が顕著、他 K、Fe、Cu微弱。透明度が高く気泡はほとんど無いため流れ
は読めないが、小口部分で孔を取り巻くよ
うに螺旋状の畝が廻る。

青（透明）小玉ガラスSK－３０２５
４

中世のガラス０．０３８カリウム鉛ガラスSi、Pb が顕著、K＞ Ca、Fe、Cu青（半透明）容器片？ガラスSK－１２０４４

中世のガラス０．０９１２．２４．６カリウム鉛ガラスSi、Pb が顕著、K＜ Ca、Al 明瞭、
Fe、Cu弱。

気泡が極端に少なく流れは読めない。形も
整ったドーナツ状で特徴的な部分は無い。

淡青（半透明）小玉ガラスSK－１１４２５

中世のガラス０．２９６７５．４５カリウム鉛ガラス？Si、Pbが顕著、K＞Ca（ただし両ピー
クとも微弱）、Fe、Cu。

透明感のある部分が少ない上に気泡も少な
く、流れは読めない。

青（半透明）連玉ガラスSE－２３０１（掘方）６

中世のガラス２．１９２３．６５１１．７１２．９カリウム鉛ガラスSi、Pb が顕著、他 K、Fe、Cu微弱。孔を取り巻くように螺旋状の蝕像が見られ
る。

青（透明）丸玉ガラスSK－３０２５７

２．２７６３．７５１３．５丸玉土SK－３０２５８

中世のガラス、※
「厚さ」は現存長

０．５３６２６．０５２．８５カリウム鉛ガラスSi、Pb が顕著、K＞ Ca、Fe、Cu。青（透明）棒状製品ガラスSC－４００９　P－１９

中世のガラス０．３４３カリウム鉛ガラスSi、Pb が顕著、K＞ Ca、Fe、Cu。淡青緑不定形ガラスSK－３１０４１０

中世のガラス２．３７９カリウム鉛ガラス？Si、Pb が顕著、K＞ Ca、Fe、Cu青（半透明）容器ガラスSK－２５２１１

０．６６４１６．２５５．１管玉石１区４面上包含層１２

０．３４８１３．２４．２管玉石SC－４０１０１３

０．１９３１０３．３５管玉石３区３面上包含層１４

碧玉Si、K、Fe、Al孔が二列になる管玉石３区４面上包含層１５

　　　※分析は福岡市埋蔵文化財センター　比佐陽一郎氏による。
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使用させていただくとともに多大なご教示を頂いた。今回出土した動物遺存体は１．哺乳類がウマ、

ウシ、イノシシ、シカ、ヒト、イヌ、ネコ or テン、イルカ・クジラ類、２．爬虫類がスッポン、３．　

貝類が マガキ、アワビ、ハイガイ、4. 魚類がマダイ等である。特徴的なものとしては SE-2401 の井筒

上層から一頭分まとまって出土したウマで、体の左側を上にし、手足を折り曲げ背中を丸めた窮屈な

姿勢で出土した。首は後ろを振り向き左上腕骨の上に頭を置く。骨は肋骨や椎骨に若干のずれがある

他はほぼ原位置を保っている。骨は遺存状態が悪く細片化しているが、肋骨や寛骨に解体痕がみられ

ること、また指骨が出土しないことから皮や肉、爪は利用されたものと思われる。骨端の骨化状況か

ら年齢は 3.5 才前後で体高は 120㎝弱と小型である。イルカ・クジラ類が SK-2319 から１点出土した。

14 世紀になると多量に出土する用になる海棲哺乳類も 13 世紀中頃にはまだ少なく、多くが陸生の哺

乳類であり、13世紀後半から14世紀にかけてイルカ・クジラ類の捕獲法や動物観（陸生哺乳類の食料

忌避感の強化）などが変化したと考えられる。（屋山洋）

２）古墳時代の鉄器・鉄製品・銅鏡（Fig．１２７・１２８　図版１６）

　調査区内から出土した鉄器・鉄製品のうち、３面上・４面上包含層から出土した、確実に古墳時代

とみられる遺物だけで９００点近くにのぼる。その中からごく一部を図示した。１～３３は切片状の薄板。

三角形を呈するもの（１～１９）とそれ以外のものに大別可能である。３４～４１は切片状厚板。鉄素材と

して利用された可能性もある。４２・４３は切断時の返りをもつ。４９～５１は細棒状を呈する。玉製品等の

穿孔に使用された可能性がある。５２～５７は鉄棒状で、鏨等の製品も含む。５８～６１は二等片三角形を呈

する切片。５９は の可能性もある。

　６２～６５は刀子。６５は柄に責金具と木質が残る。６６～８４は鉄鏃とその未製品。前述の三角形切片と形

態的に繋がるものもある。８５は石突。８６・８７は小型鉄斧、８８は鉄斧残片か。８９～９２は小型石突状製品。

　９３～１０１は鞴羽口。孔径の細いもの（９４・９５・９８・９９）と太いもの（９７）に大別でき、時期が分け

られそうである。９７は上面が反り上がり、他部位との接合部近くとみられる。１０１は差し込み状の段

差がみられる。鞴破片は鉄器の量に比べ極端に少ない。

　また、２区４面上包含層から破鏡が出土しており、図版１６で詳しく報告している。鉄器・鉄製品に

ついては中世のものも大量に出土しており、いずれ別の形で報告できればと考えている。

３）ガラス製品・玉製品・銅製品（Fig．１２７）

　１～６はガラス製臼玉。１・２はカリガラス製で、弥生～古墳後期に盛行するものである。３～６

は中世。７は古墳時代の層に混入したとみられるガラス棒で、成分から中世とみられる。玉の素材で

Tab.３　出土銭貨一覧
備　　　考初鋳年銭　　銘出土遺構No．備　　　考初鋳年銭　　銘出土遺構No．備　　　考初鋳年銭　　銘出土遺構No．

６２１開元通寶SK－３０３６４５開××寶SE－２５５（掘方）２３前１１８五銖銭（若干大）１区４面遺構面１

折二銭　私鋳銭か□□□□１区２面上包含層４６１００２祥符通寶SK－１１０１２４前１１８五銖銭（若干小）１区４面遺構面２

１０６８熈寧元寶１区２面上包含層４７□□□×SK－１１０２（南側）２５四銖半両前１７５半両銭１区２面上包含層３

６２１開元通寶１区２面上包含層４８１０５７嘉祐通寶SK－１１０２２６皇朝十二銭９０７延喜通寶３区撹乱内４

１０７８元豊通寶１区２面上包含層４９１０３９皇宋通寶SK－１１０２２７皇朝十二銭９５８ 元大寶３区撹乱内５

１０１８天禧通寶２区３面上包含層５０当十銭１１０４崇寧重寶SK－１１０２２８９６８宋通元寶SK－１１１６

背足寛永通寶調査区外表土５１６２１開元通寶SK－１１０２２９１０７８元豊通寶SK－１１１７

１０９３元祐通寶SK－１０１１５２湾曲１０２３天聖元寶SK－１１０２３０１０３９皇宋通寶SK－１１１８

□□□□SK－１０１１５３９９５至道元寶SK－１１０２３１６２１開元通寶SK－１１２９

１０６４治平元寶SK－１０１１５４９９０淳化元寶SK－１１０５３２１００２祥符通寶SK－１１２１０

１００８祥符元寶SK－１０１１５５１００５景徳元寶SK－１１１８３３開××寶SK－１１８１１

９９０淳化元寶SK－１０１１５６６枚銹着１１０７大観通寶SK－１１３６３４４枚銹着１０３９皇宋通寶SK－１２１１２

１０５７嘉祐元寶SK－１０１１５７６枚銹着１０７８元豊通寶SK－１１３６３５４枚銹着１０９３元祐通寶SK－１２１１３

４枚銹着　剥離不能SK－１０１１５８６枚銹着６２１開元通寶SK－１１３６３６４枚銹着１０７８元豊通寶SK－１２１１４

４枚銹着　剥離不能SK－１０１１５９６枚銹着１１１１政和通寶SK－１１３６３７４枚銹着１０３９皇宋通寶SK－１２１１５

４枚銹着　剥離不能SK－１０１１６０６枚銹着１０７８元豊通寶SK－１１３６３８１０９４紹聖元寶SK－１３７１６

４枚銹着　剥離不能SK－１０１１６１６枚銹着１０３４景祐元寶SK－１１３６３９１０６４治平元寶SK－２１３１７

ボタン？と銹着SK－１０１１６２１０３９皇宋通寶SK－１２０４４０１０５４至和元寶SK－２３９１８

腐蝕顕著SK－１０１１６３××元×SK－１２１４４１１０５７嘉祐通寶SK－２４８１９

細片SK－１０１１６４９９５至道元寶SK－２２０１４２折二銭１０５７元豊通寶SK－２４９２０

６５１０６８熈寧元寶SK－２３１９４３１０３９皇宋通寶SK－２５２２１

６６６２１開元通寶SK－３０２５４４１０１８天禧通寶SK－２５２２２

□：判読不能　×：欠損
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あろう。１０はガラス細工の一部とみられる。１１はガラス容器の口縁部とみられ、非常に薄造りである。

１５の管玉は孔が二列に平行している。

　１６・１７は銅製の帯金具。いずれも１区３面上包含層から出土。１８は２区４面上包含層から出土した

刀形の金属片で、分析の結果純銅板と判明したものである。製品の制作時切片とも推定される。

４）銭貨（図版１５）

　調査区内外から計６４枚の銭が出土している。特筆すべきものとして１区４面遺構面上から出土した

五銖銭２枚と、１区２面上包含層から出土した半両銭、３区試掘トレンチ内の撹乱土中から検出され

た皇朝十二銭２種が挙げられる。

　五銖銭は２枚が癒着した状態で出土し、２枚に挟まれた形で繊維が遺存する。この繊維は分析の結

果、植物性のものと推定された。２枚の銭の孔に紐を通してペンダント状にしていたとも考えられる。

半両銭は中世の包含層から出土しており、中世期まで流通していたものとみられる。皇朝十二銭２種

類は出土状況が不明確だが、P．５２　Fig．１２７の帯金具とともに周囲に公的な性格を持つ施設が存在し

たことを推定させられる。

　その他の銭貨は開元通寶を除いて１０世紀から１１世紀に初鋳年をもつものが多く、この時期に大量に

流入した銭貨が継続して流通していたものとみられる。

第３章　小結
　紙幅の制限で、ここで出土した全ての資料に対する問題点を論じることは困難である。以下ではそ

の中から問題点をいくつか提示して今後の課題としたい。

弥生時代の遺構について　今回の調査区で検出された弥生時代の遺構・遺物は住居などの生活遺構で

はなく、墓葬や副葬遺物に関連するものである。また比較的広い面積に２基の墓葬しか確認できな

かったことなどから、砂丘後背部に散発的な墓葬が存在した状況が想定される。甕棺やその他の土器

の時期は弥生時代前期後半～前期末で、これは博多遺跡群の遺構の初出年代を遡らせるものである。

さらにこの時期の墓葬が確認できたことから、博多湾岸に広がる他の弥生時代の砂丘遺跡との比較・

検討についても幅を持たせることができそうである。

古墳時代の集落について　第４面で検出された住居群は出土した土器から古墳時代初頭～前半の年代

が与えられる。久住編年（註）では SC-4102 がⅡA期、SC-4105 と SC-4204 がⅡA～Ⅱ B期、SC-

4011 がⅡ C期、SC-4009 がⅢA期、SC-4007 がⅢA新～ⅢB期等となっている。この前後の時期の

土器は上層の包含層からも出土せず、この地点では集落がこの時期に限定される。この背景について

はさらに検討する必要がある。

古墳時代・古代の中国・半島系遺物について　三国鏡とみられる破鏡が１点と、五銖銭が２点出土し

ている。また半島系陶質土器破片が７点出土している。これらの遺物は大量に出土した鉄器・鉄製品

と何らかの関連が想定される。古墳時代の住居・包含層から鉄生産に関連した製鉄炉、鉄滓などの出

土はごくわずかで、同時期に調査区に近接して鉄製産をしていたとは考えにくい。鉄器製作の材料を

中国や半島に求めた過程で、中国・半島系の遺物が流入した可能性が考えられないだろうか。

　この他にも古墳時代の鉄器・鉄製品、中世の土器溜や SE-2401 の馬投棄状態など、様々な問題が今

回の調査結果から想起される。今回の調査結果をもとに今後様々な形で検討・論究していきたい。

（註）久住猛雄「北部九州における庄内式併行期の土器様椢」庄内式土器研究１９　１９９９
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図版２
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図版３
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図版４

１．ST-４００１（南から）

２．ST-４０１８（西から）

３．SX-４００２（南から）
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図版５

３．SC-４００９完掘状況（南から） ４．SC-４１０１（北から）

５．SC-４１０２土器検出状況（東から） ６．SC-４１０２土器検出状況（西から）

１．SC-４００７（南から） ２．SC-４００９土器検出状況（東から）
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図版６

１．SC-４１０２完掘状況（東から） ２．SC-４２０２（東から）

３．SC-４２０４（南から） ４．SE-３００６（北から）

５．SE-３０４８（南から） ６．SE-３０５２（南東から）
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図版７

１．SE-４２０３（東から） ２．SK-３００６（東から）

３．SK-３０４９（東から） ４．SE-２２０６（南から）

５．SE-２０５５（北から） ６．SK-２００１（南西から）



－　62　－

図版８

１．SK-２０５２（東から） ２．SK-１０２０（東から）

３．SK-１０２９（東から） ４．SD-１１０２（南から）

５．SD-１１０２南側（南から） ６．SD-１１０２断面（南から）
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図版９

Fig.６-１ Fig.１２-１

Fig.６-Fig.６-２２ Fig.１８-１

Fig.８-１ Fig.１８-４

Fig.４２-１５Fig.１０-１
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図版１０

Fig.１６-１ Fig.１８-２ Fig.１８-３

Fig.２０-１０ Fig.２０-１１ Fig.２０-１２

Fig.２０-１４ Fig.２１-１７ Fig.２１-２１

Fig.３２-４ Fig.３３-１０ Fig.３５-３０
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図版１１

Fig.４０-６ Fig.４０-７ Fig.４２-１６

Fig.４２-１７ Fig.４３-２１ Fig.４３-２２

Fig.４４-２４ Fig.４５-３２ Fig.４５-３３

Fig.４５-３５ Fig.４５-３７ Fig.４５-３８
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図版１２

SE-２３０６　白磁碗 SE-３１０４　土師器皿 SK-３０３５　土師器坏 SK-２２０４　青磁皿

SK-２０５７ 白磁碗SK-２０５７　白磁碗 SK-２０５４　白磁皿 SK-１２０１ 青磁壺SK-１２０１　青磁壺 SK-１２０３　青磁碗

SK-１１０５ 青磁皿SK-１１０５　青磁皿 SE--２２０３　白磁碗 SE-２２０７　陶器碗 SE-２３１９　白磁皿

３区撹乱中　白磁碗 SK-２１００　白磁皿 ２区撹乱中　青磁小碗 １区２面上包含層　青磁碗

１区２面上包含層　白磁碗 １区２面上包含層　白磁皿 １区２面上包含層　白磁碗 SK-１００２　土師器皿

墨書土器
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図版１３

２．SK-１２０１獣骨出土状況（西から）

３．SK-２０５４獣骨出土状況（北から） ４．SK-２０５６獣骨出土状況（南から）

１．SK-３２０２獣骨出土状況（南から）

５．SE-２４０１馬骨出土状況・上層（西から） ６．SE-２４０１馬骨出土状況・下層（西から）
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図版１４
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４．半両銭 ５． 元大寶 ６．延喜通寶

Fig.１３１　銭貨拓本（１ /１）

図版１５

７．五銖銭出土状況（北から）
Fig.１３０　五銖銭出土状態実測図（１ /１）

１．五銖銭１ ２．五銖銭２ ３．五銖銭１裏面

←

繊維 繊維

繊維
繊維

０ 2cm

1 2 3

4 5 ０ 4cm
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図版１６

１．破鏡（裏面） ２．破鏡（鏡面）

Fig.１３２　破鏡実測図（１ /１）

　破鏡が１点出土している。２区４

面上包含層の掘り下げ中に検出して

おり、周囲を精査したが明確な遺構

に伴うものではない。復元径は

８．２cmで、小型鏡の部類に属する。

検出部分は鈕部分を欠くものの全体

のほぼ正確な８分の１分割破片であ

る。出土位置の土質は褐色風成砂で、

表裏面とも遺存状態は良好で銀色の

金属光沢が残り、鏡面は所々銹のた

め凹凸が生じている。鏡体は厚めで、

鏡縁は断面三角形を呈する。外区に

は鋸歯文を施し、内区には肉厚な浮

彫りが施される。内区の紋様は小片

の為不明だが、浮彫で獣文が描かれ

ていたと見られる。破断面に１ヶ所

穿孔がみられる。鏡面にも穿孔が

１ヶ所見られるが貫通していない。

手擦れのためであろうか、全体に磨

耗している。舶載鏡とみられ、後漢

～三国鏡の破鏡と推定されるが、模

様が確定されないため、 製鏡との

見方も捨てられない。

0 4cm
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特記事項主な遺物主な遺構主な時代遺跡種別調査原因

弥生時代前期の甕棺
墓。半両銭・五銖銭
等中国古代銭の出土。
古墳時代の鉄器・鉄
未製品。中世井戸内
からの馬骨の出土。

弥生時代：甕棺・弥
生土器，古墳時代：
土師器・鉄器・銅鏡・
中国銭貨，中世：中
国陶磁器・国産陶器・
獣骨・銅銭

弥生時代：甕棺墓２・
土坑　古墳時代：竪
穴住居 13　中世：方
形竪穴遺構３・井戸
14、土器溜３・土坑・
柱穴

弥生時代・
古墳時代・
中世
（12 ～ 18 世
紀）

集落寺務所・庫裡
建築

　計４面の調査を実施した。第１面は暗褐色砂質土で、土坑などの遺構群が散漫に検出され、土
壙墓が多い。調査区西側で検出した土器溜は幅２ｍの溝状遺構内に土師器皿を中心に 60 箱の遺
物が出土する。12 ～ 13 世紀の遺構面である。
　第２面では 11 ～ 12 世紀代の井戸、土坑、溝などの生活遺構を濃密に検出する。１基の井戸枠
内から馬骨が１頭分完全な形で出土する。
　第３面は暗褐色砂質土の遺構面で標高 3.2m程度で、井戸、方形竪穴土坑、土坑など検出した。
検出遺構は少なく、大部分の遺構は 10 ～ 11 世紀代とみられる。古代の遺物は少ない。
　第４面では弥生時代～古墳時代の遺構を検出する。標高は 2.4 ～ 3.0mで南に緩く傾斜する。
　地山土質は明褐色風成砂で脆く崩れやすい。弥生時代の遺構は甕棺等で、甕棺は 2基検出され、
弥生前期後半～前期末に属する。甕棺周辺に板付Ⅱｂ式土器が散布する。古墳時代では竪穴住居
を１３基検出する。住居の年代は古墳時代初頭～前半で、柱穴を４本持ち、ベッド状遺構や壁溝、
竈はない。住居床面直上で完形土器が多数出土し、台石と見られる長さ約 50cmで上面が平滑な
石材もみられる。
　遺物総出土量は４７１箱。第３面遺構面上で後漢～三国の銅鏡破片が出土、また第４面遺構面上
で五銖銭が２枚重なって出土する。第３面以下の包含層から鉄器、鉄片が大量に出土する。

要　　　約
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